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はじめに
� 対象読者

� このマニュアルの内容

� 表記方法

� テクニカル サポート

このマニュアルでは、Compuware DevPartnerエラー検出ソフトウェアの使用方法

を理解するためのコンセプトと手順について説明します。

対象読者

このマニュアルは、この製品を新規に使用するDevPartnerエラー検出のユーザー、

および新しい機能とインターフェイスの変更の概要について確認するDevPartnerエ
ラー検出の以前のバージョンのユーザーを対象としています。

新しいユーザーは、『DevPartner Studioユーザー ガイド』のエラー検出に関する章を

参照してDevPartnerエラー検出のコンセプトの概要を理解してから、このマニュアル

でDevPartnerエラー検出を最も効果的に使用する方法を学習してください。

以前のバージョンのDevPartner Studioのユーザーは、リリース ノートを参照して、

DevPartnerエラー検出とBoundsChecker（以前のバージョンに付属のエラー検出

ツール）の違いを確認してください。

このマニュアルでは、ユーザーがWindowsインターフェイスおよびソフトウェア開

発のコンセプトに精通していることを前提としています。
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このマニュアルの内容

このマニュアルには、以下の章および付録が含まれています。

� 第1章「ワークフローと構成ファイルの設定」では、DevPartnerエラー検出を設

定して、単純なAPIコール バリデーションから複雑なCOMアプリケーションで

発生する問題までのさまざまな問題を解決する方法について説明します。

� 第2章「プログラムのチェックおよび分析」では、DevPartnerエラー検出で実

行できるエラー検出タスクと、エラー検出以外のその他のタスクについて説明

します。

� 第3章「複雑なアプリケーションの分析」では、複雑なアプリケーションをチェッ

クするときにDevPartnerエラー検出をより効果的に使用する方法について説明

します。

� 第4章「ユーザーが作成したアロケータの使用」では、独自のメモリ アロケータ

を分析できるようにUserAllocators.datファイルをカスタマイズする方法に

ついて説明します。

� 第5章「デッドロック分析」では、デッドロック、潜在的なデッドロック、およ

び同期オブジェクトについて説明します。 この章では、これらのトピックに関す

る詳細情報を提供するWebアドレスと書籍も紹介します。

� 付録A「エラー検出のトラブルシューティング」では、問題／解決法の形式でい

くつかの最も一般的な問題の回答を示します。

� 付録B「重要なエラー検出ファイル」では、DevPartnerエラー検出に関連付けら

れた重要なファイルのリストを示し、各ファイルの目的について説明します。

また、このマニュアルの最後には索引があります。

メモ： このマニュアルには、DevPartner StudioのすべてのVisual Studioバージョン

に関する情報が含まれています。 テキスト内の「メモ」では、特定のリリー

スのVisual Studioでのみ使用可能な機能が特定されています。
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表記方法

このマニュアルの表記方法は以下のとおりです。

� スクリーン コマンドやメニュー名などは、[ ]で囲んで示します。以下に例を示

します。

[ツール ]メニューから [オプション ]を選択します。

� コンピュータのコマンドやファイル名などは、等幅フォントで示します。以下に

例を示します。

『DevPartnerエラー検出ユーザー ガイド』（bc_vc.pdf）で説明します。

� コンピュータのコマンドとファイル名内の変数（ユーザーがインストール時に適

切な値を指定するもの）は、イタリックの等幅フォントで示します。以下に例を

示します。

[移動先 ]フィールドに「http://servername/cgi-win/itemview.dll 」
と入力します。

マニュアルの記載内容に関する注意事項

このマニュアルは、英語版のマニュアルを基に翻訳され、作成されています。そのた

め、日本では販売されていない製品やサポートされていない機能についての記述が含

まれることがあります。

テクニカル サポート

以下に、技術的な問題とそれ以外の問題についてテクニカル サポートに連絡する方法

を示します。

技術的な問題以外

カスタマ サービスでは、アップグレードやその他の受注処理のご要望に関するどのよ

うなご質問にもお答えします。 カスタマ サービスは、月曜日から金曜日、米国東部標

準時 午前8時から午後6時までご利用になれます。 

北米 : 800 538 7822

その他の国 : +1 313 227 5444

その他の国のお客様は、Compuware Worldwide Offices
（http://www.compuware.com/corporate/offices）で現地オフィスの電話番号を調べて

ください。  
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技術的な問題

インストールからトラブルシューティングに至るまで、テクニカルな問題については

テクニカル サポートにお問い合わせください。 

テクニカル サポートにお問い合わせをいただく前に、製品マニュアルとReadMeファ

イルで、関連する内容を確認してください。

テクニカル サポートへは以下の方法でお問い合わせいただけます。

テクニカル サポートにお問い合わせをいただく前に、以下の情報をご用意ください。

� 製品名（またはエディション）、バージョン、サービス パック

� 製品のライセンス情報

� システム構成：オペレーティング システム、ネットワーク構成、RAMの容量、

環境変数、パス

� コンパイラとリンカの名称とバージョン、コンパイルとリンクに使用したオプ

ション

� 問題の詳細情報：設定、エラー メッセージ、スタック ダンプ、診断ウィンドウ

の内容

� 問題再現手順の詳細（問題の再現が可能な場合）

電子メール 詳細な情報をお知らせください。 情報はすべて

DevPartnerSupport@ compuware.comに送信してください。

インターネットから

のお問い合わせ

http://frontline.compuware.comのサポート技術情報に

アクセスし、問題を送信してください。

電話 電話サポートは、有料（*）のテクニカル サポート サービスとして月曜

日から金曜日、米国東部標準時 午前8時から午後6時までご利用になれ

ます。製品のバージョン情報とライセンス情報をご用意ください。 
米国とカナダでは、以下の番号におかけください。 800 538 7822
その他の国では、以下の番号におかけください。 +1 313 227 5444
* インストールとセットアップの問題については、無料でテクニカル 
サポートをご利用になれます。
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第1章

ワークフローと構成ファイルの設定
� DevPartnerエラー検出ワークフロー

� DevPartnerエラー検出設定をカスタマイズする

DevPartnerエラー検出では、さまざまなタイプの問題を特定できます。 DevPartner
エラー検出のデフォルト設定では、パフォーマンスへの影響を最小限に抑えて発生頻

度の高いエラーを検出するよう設定されています。

特定のタイプの問題を検索するために、この設定を変更してDevPartnerエラー検出

を微調整できます。 エラー検出設定を理解すると、DevPartnerエラー検出を最大限

に活用できます。

この章では、DevPartnerエラー検出を設定して、単純なAPIコール バリデーション

から複雑なCOMアプリケーションで発生する問題までのさまざまな問題を解決する

方法について説明します。

メモ： エラー検出では、ターゲット アプリケーションごとにデータ ファイル

が作成されます。エラー検出を開始する前に、ターゲット実行ファイル

を含むディレクトリへの書き込みアクセス権があることを確認する必要

があります。

DevPartnerエラー検出ワークフロー

DevPartnerエラー検出は、以前のバージョンのDevPartnerエラー検出のワークフ

ローよりも広範なプログラム ワークフローに従います。 このメカニズムを使用する

と、収集およびレポートされるデータ量を制御できます。

DevPartnerエラー検出ワークフローには以下の4つのステップがあります。 

1 必要なデータを収集するようにDevPartnerエラー検出を設定します。

a 収集するデータのタイプを選択します。

b 監視対象のアプリケーションの部分を定義します。

c 適用する [抑制 ]と [フィルタ ]を選択します。
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2 アプリケーションを実行します。

a プログラムの実行時に、[検出されたプログラム エラー ]ダイアログ ボック

スに表示されるエラーを確認します。

b 有効でないエラーを抑制します。 
c ログを表示し、必要に応じてフィルタを作成します。

d メモリとリソースの使用状況を確認します。 

3 データを表示します（プログラムの終了後）。

a ログに表示しないイベントをフィルタします。

b アプリケーションを今後実行するときに適用する新しい抑制を作成します。

4 必要に応じて、今後使用するために設定、抑制、フィルタを保存します。

DevPartnerエラー検出ワークフローの特長

DevPartnerエラー検出ワークフローでは、以下のことができます。 

� 収集するデータのタイプと量の選択

� 監視対象のアプリケーションの部分の選択

� 既知の問題をレポートするエラー、条件付きコードによって処理されるエラー、

サードパーティ コードで生成されるエラーの抑制

� ログ内の無関係な情報を非表示にするフィルタの作成

� 設定、抑制、フィルタを再利用するためのさまざまな構成の保存

DevPartnerエラー検出では、ワークフロー プロセスのステップごとにデフォルトが

用意されています。 つまり、DevPartnerエラー検出をデフォルト設定で使用するこ

とも、設定を変更してDevPartnerエラー検出でのアプリケーションの分析方法をカ

スタマイズすることもできます。

エラー検出構成ファイルの保存

設定（スタンドアロン バージョン）またはオプション（Visual Studio）の固有の組

み合わせによるエラー検出構成ファイルを保存しておき、あとで使用することが可能

です。

たとえば、メモリ リークとリソース リーク用の設定、COMリーク用の別の設定、詳

細なlintタイプの分析を行うためのさらに別の設定を作成できます。 より精密な設

定を行い、大規模なアプリケーションの特定のセクションのみを調べる設定を定義で

きます。
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コマンド ラインからエラー検出を使用する

BC.exe（実行可能ファイル）でプログラムをチェックするには、コマンド プロンプ

トから以下のコマンド構文を使用します。[ ]で囲んだコマンドはオプションです。

BC.exe [/?]

BC.exe sessionlog.DPbcl

BC.exe [/B sessionlog.DPbcl] [/C configfule.DPbcc] [/M] [/NOLOGO]
[/X[S|D] xmlfile.xml] [/OUT errorfile.txt] [/S] [/W workingdir]
target.exe [target args]

表 1-1. コマンド ライン オプション

オプション 説明

/? 使用状況を表示します。

sessionlog.DPbcl 既存のセッション ログを開きます。

/B sessionlog.DPbcl バッチ モードで実行して、セッション ログをログ 
ファイルのsessionlog.DPbclに保存します。

/C configfile.DPbcc configfile.DPbccオプションを使用します。

/M BC.exeを起動し、実行中は最小化します。

/NOLOGO BC.exeのロード中にスプラッシュ画面を表示しな

いようにします。

/X xmlfile.xml XML出力を生成して指定されたファイルに保存し

ます。

• 実行ファイルを指定した場合は、エラー検出に

よって、その実行ファイル上のセッションが実行

され、その結果からXML出力が生成されます。

• セッション ログ ファイル

（sessionlog.DPbcl）だけを指定した場合

は、エラー検出によって、指定したセッション ロ
グがXMLに変換され、その出力が保存されます。

メモ：実行ファイルを指定した場合は、/Bスイッ

チを使用して対応するセッション ログ ファイルも

指定する必要があります。

/XS xmlfile.xml /XフラグとS修飾子を一緒に使用すると、

サマリ データだけがXMLファイルに保存されます。

エラー検出セッションの実行に関する情報（セッ

ション データ）はすべてエクスポートされます。

/XD xmlfile.xml /XフラグとD修飾子を一緒に使用すると、

詳細データだけがXMLファイルに保存されます。

エラー検出セッションの実行に関する情報（セッ

ション データ）はすべてエクスポートされます。
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メモ：使用する実行可能プログラムが現在のパスにない場合は、ディレクトリ

のフル パスを指定する必要があります（実行可能ファイルを探すときに

システムが検索するディレクトリを一覧にする環境変数）。

1つのプログラムに複数のコマンド オプションを指定できます。次に例を示します。

BC.exe /B test.dpbcl /S /M c:¥testdir¥test.exe

nmvcbuildを使用してネイティブC/C++コードをインストゥルメントする

コマンド ラインからプロジェクトを構築して、エラー検出用としてインストゥルメ

ントする場合は、Microsoft vcbuild.exeコンパイラではなく、nmvcbuild.exe

を使用する必要があります。 vcbuildには、デフォルトのコンパイラとリンカを置

き換える方法はないため、DevPartnerのネイティブC/C++インストゥルメンテー

ションを実行できません。nmvcbuild.exeは、vcbuildのネイティブC/C++イン

ストゥルメンテーションを実行できる、DevPartner専用に設計されたコマンド ラ
イン ユーティリティです。 cl.exeとlink.exeの起動を監視し、これらを

nmcl.exeとnmlink.exeに置き換えるvcbuild用のラッパーとして機能します。

nmvcbuildユーティリティは、vcbuildおよびnmclと同じコマンド ライン パラ

メータを受け入れます。 vcbuildとnmclのパラメータは、コマンド ラインで

vcbuild ?およびnmcl ?と入力すると表示できます。環境変数nmclに必須パラメー

タを埋め込むこともできます。この場合、nmvcbuildの呼び出し時にvcbuildパラ

メータのみを渡します。たとえば、次のエントリは、環境変数でnmclパラメータを

設定します。

set nmcl=/NMignore:StdAfx.cpp

詳細については、オンライン ヘルプの「nmclオプション」を参照してください。

/OUT errorfile.txt エラー メッセージをerrorfile.txtという名前

のテキスト ファイルに出力します。このファイル

には、エラー検出によって検出されたエラーやリー

クのリストではなく、エラー検出を実行しようとし

ているときに生成されたエラー メッセージのみが

含まれています。

/S サイレント モードで実行します。エラー発生時に

[検出されたプログラム エラー ]ダイアログ ボック

スを表示しないようにします。

/W workingdirectory ターゲットの作業ディレクトリを設定します。

target.exe [target args] 起動する実行可能ファイルとその引数

表 1-1. コマンド ライン オプション （続き）

オプション 説明
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前提条件

nmvcbuild.exeを実行するには、以下の環境を整える必要があります。

� システムにDevPartner Studioをインストールする。

� Visual Studioツールを実行するようにシステム環境を設定する。

� パス設定にvcbuild.exeとnmvcbuild.exeを含める。 デフォルトでは、

nmvcbuild.exeは以下の場所にインストールされます。

¥program files¥common files¥compuware¥nmshared

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、このファイルは以下の場所に

インストールされます。

¥Program Files (x86)¥Common Files¥Compuware¥NMShared

例

エラー検出のインストゥルメンテーションで sampleプロジェクトのデバッグ構成を

ビルドするには

nmvcbuild /nmbcon sample.vcproj debug

DevPartnerエラー検出設定をカスタマイズする

DevPartnerエラー検出設定では、以下のタイプのカスタマイズを行うことができ

ます。

� 収集する情報のタイプの制限（メモリ リークやリソース リークなど）。

� 分析の主な各カテゴリで収集する情報のタイプの絞り込み（グラフィック コール

によって生成されるリソース リークだけを検索するなど）。

� イベントやエラーと共に記録するコール スタック、パラメータ データ、戻り値

などの追加情報の量の決定。

� DevPartnerエラー検出ユーザー インターフェイスのルック アンド フィールの

制御。 これには、フォント、色、強調表示の変更や、[検出されたプログラム エ
ラー ]ダイアログ ボックスを表示するかどうかが含まれます。

� 以前に作成したDevPartnerエラー検出設定の保存と復元。

DevPartnerエラー検出設定をカスタマイズして、収集するデータの量と監視するア

プリケーションの部分を制御します。 
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DevPartnerエラー検出設定は、以下のグループに分かれています。

� 全般

� データ収集

� APIコール レポーティング

� コール バリデーション

� COMコール レポーティング

� COMオブジェクトの追跡

� デッドロック分析

� メモリの追跡

� .NET分析

� .NETコール レポーティング

� リソースの追跡

� モジュールとファイル

� フォントと色

� 構成ファイル管理

全般

[全般 ]設定の下のチェック ボックスを使用して、以下を制御します。

� イベント ログ

メモ：イベント ログ「サイレンス」エラー検出を無効にします。 イベント ログ

を再度有効にするまでエラー検出では何もレポートされません。

� 各エラーに [検出されたプログラム エラー ]ダイアログ ボックスを表示するかど

うか。

� エラー検出の終了時または別のセッションの開始時にプログラム検証結果の保

存を確認するプロンプトを表示するかどうか。

� ターゲット アプリケーションが存在する、または存在しない場合に [メモリおよ

びリソース ビューア ]ダイアログ ボックスを表示するかどうか。

� ソース ファイルとシンボル ファイルを検索するディレクトリ。

� 作業ディレクトリ（DevPartnerエラー検出をスタンドアロン モードで使用する

場合にのみ使用可能）。

� コマンド ライン引数の指定（DevPartnerエラー検出をスタンドアロン モードで

使用する場合にのみ使用可能）。
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データ収集

[データ収集 ]設定を使用して、以下の機能を制御します。

� 各種のコール スタックの数

� スカラー以外のパラメータ（構造、クラス、ポインタなど）の保存するデータ量

と戻り値

メモリが限られたコンピュータを使用している場合、または大規模で複雑なアプリ

ケーションを分析する場合は、[メモリ割り当ての最大コール スタック数 ]を制限し

てメモリの所要量を削減できます。

APIコール レポーティング

[APIコール レポーティング ]設定を使用して、[APIコール レポーティングを有効に

する ]が選択されている場合に記録するWindows APIコールのタイプを制御します。

Windowsメッセージのログを制御することもできます。

ログ ファイルのサイズを小さくするには、特定のWindowsモジュールのAPIコール

を選択して有効にします（たとえば、グラフィック コールを記録するにはGDI32を

選択）。

コール バリデーション

[コール バリデーション ]設定を使用して、DevPartnerエラー検出でWindows API
パラメータと戻り値を検証するかどうかを制御します。 デフォルトでは、DevPartner
エラー検出はパラメータを検証しません。

メモリの使用も追跡している場合は、[メモリ ブロック チェックを有効にする ]を選

択できます。 このオプションを選択すると、DevPartnerエラー検出ではメモリ追跡

システムから収集した情報を使用してより詳細なパラメータ分析が実行されます。 こ
の機能を有効にするとより多くのエラーが検出されますが、パフォーマンスに影響を

与えます。

DevPartnerエラー検出には、Windows APIで実行される検証のタイプを制限できる

設定が含まれています。 これらの設定を使用すると、不正なエラーを生成する可能性

のあるエラーのカテゴリを選択解除できます。 この例には、フラグ チェック、範囲

チェック、列挙チェックがあります。 ハンドルとポインタを詳細に分析するが、その

他のタイプの検証は必要ない場合は、これらのオプションを確認してください。

DevPartnerエラー検出では、チェックするWindows APIを選択できます。 デフォル

トではすべてのWindows APIがチェックされます。 限定的なAPIコールのセットが

対象の場合は、それらのモジュールだけを選択します。 これにより、検出されるエラー

の数は減少しますが、パフォーマンスは向上します。
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COMコール レポーティング

[COMコール レポーティング ]設定を使用して、[選択したモジュールに実装された

COMメソッド コールのレポートを有効にする ]が選択されている場合に記録する

COMインターフェイスを制御します。

デフォルトでは、[選択したモジュールに実装されたCOMメソッド コールのレポー

トを有効にする ]が選択されている場合、DevPartnerエラー検出ではすべての既知の

COM インターフェイスがレポートされます。 パフォーマンスを向上させるには、

チェックする必要があるCOMインターフェイスだけを選択します。 [COMコール レ
ポーティング ]の下に表示されるツリー ビューを使用します。チェックするCOMイ

ンターフェイスの数を減らすと、ログ ファイルのサイズが減少し、パフォーマンスが

向上します。

[リストされていないモジュールに実装されたCOMメソッド コールをレポートする ]
を選択することもできます。

COMオブジェクトの追跡

DevPartnerエラー検出では、アプリケーション内のCOMの使用を監視し、インター

フェイスをリークしているすべてのコードをレポートできます。 インターフェイス

リークが検出された場合、DevPartnerエラー検出によってアプリケーション内のす

べてのAddRefとReleaseを示したCOM使用回数グラフが表示されます。 このグラ

フを使用して、欠落しているAddRefコールやReleaseコールをアプリケーション

の情報に基づいてすばやく特定できます。

デフォルトでは、DevPartnerエラー検出ではCOMオブジェクトの追跡は有効では

ありません。 この機能を有効にするには、[COMオブジェクトの追跡を有効にする ]を
選択します。 COMオブジェクトの追跡が有効な場合、[すべてのCOMクラス ]を選択

することも、表示されたリストからクラスを個別に選択することもできます。

デッドロック分析

マルチスレッドのアプリケーションでデッドロックを監視するには、[デッドロック

分析 ]を使用します。これには次のような分析が含まれます。 
� アプリケーションでデッドロックの発生を監視してレポートします。 
� アプリケーション内で同期オブジェクトの使用パターンを監視して潜在的な

デッドロックを検出します。 
� アプリケーションを監視して同期オブジェクトのエラーを検出します。
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メモリの追跡

[メモリの追跡 ]設定を使用して、アプリケーションで実行されるメモリ リーク検出

のタイプを制御します。 [メモリの追跡 ]は、デフォルトで有効です。 メモリ リーク検

出を実行しない場合は、[メモリの追跡を有効にする ]をオフにします。 

[メモリの追跡 ]設定はあらかじめ設定されており、大部分のアプリケーションについ

て適切な結果が生成されます。 [FinalCheckを有効にする ]、[保護バイト ]、[確保時

にフィルする ]、[解放時に無効データをフィルする ]の各設定については特に注意が

必要です。

FinalCheckを有効にする

アプリケーションがFinalCheckでインストゥルメントされていない場合、

[FinalCheckを有効にする ]をオンにしても影響はありません。[Instrumenting for
Error Detection（エラー検出用にインストゥルメントする）] を選択した場合は、

FinalCheckがデフォルトでオンになります。FinalCheckを実行せずにインストゥル

メンテーションを有効にするには、[エラー検出設定 ]の [メモリの追跡 ] ペインで

FinalCheckを無効にする必要があります。

[FinalCheckを有効にする ]をオンにしたままにし、すでにインストゥルメントされ

ているアプリケーションで詳細でないActiveCheck分析を実行する場合にのみオフ

にして使用することをお勧めします。

保護バイト

保護バイトは、ActiveCheck分析でのメモリ オーバーランの検出に使用されます。

ヒープ破壊が発生し、DevPartnerエラー検出で問題が検出されない場合は、[回数 ]
設定をより大きい値にすることを検討してください。 これらの設定を使用して検索の

困難なヒープ エラーを追跡する方法のヒントについては、オンライン マニュアルを

参照してください。

[確保時にフィルする ]と [解放時に無効データをフィルする ]

[確保時にフィルする ]では、メモリが割り当て時の既知の状態に設定されます。 [解
放時に無効データをフィルする ]では、メモリが解放時の既知の状態に設定されます。

使用されているバイト パターンは、プログラムの実行中に誤って使用された場合にア

プリケーションでエラーが生成されるように、慎重に選択されています。 これらの設

定の詳細については、オンライン マニュアルを参照してください。
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UserAllocators.dat

独自のメモリ割り当てロジックを作成する場合、またはグローバルoperator new
を上書きする場合は、第4章「ユーザーが作成したアロケータの使用」を参照し、

以下のファイルのドキュメント（コメントの形式）を確認してください。

C:¥Program Files¥Compuware¥DevPartner Studio¥BoundsChecker¥
Data¥UserAllocators.dat

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、このファイルは以下の場所に

インストールされます。 ¥Program Files (x86)¥Compuware¥ 
DevPartner Studio¥BoundsChecker¥Data¥ 
UserAllocators.dat 

.NETコール レポーティング

[.NETコール レポーティング ]設定を使用して、[.NETメソッド コール レポーティ

ングを有効にする ]が選択されている場合に記録する .NETアセンブリを制御します。

.NETコール レポーティングとCOMコール レポーティングを組み合わせると、両方

の側のCOM相互運用を確認できます。

.NETユーザー アセンブリと .NETシステム アセンブリは、ツリー ビュー コントロー

ルの別の分岐に表示されます。

パフォーマンスの

ヒント：

.NETコール レポーティングは、大量のデータを生成して、システムを減速させる可

能性があります。フレームワークをデバッグして理解する必要がある場合にだけ

.NETコール レポーティングを有効にして、チェックが必要なアセンブリだけを選択

します。[すべてのタイプ ]ツリー ビューで選択するアセンブリの数を減らせば、ロ

グ ファイルのサイズが小さくなり、パフォーマンスが向上します。

.NET分析

DevPartnerエラー検出は、ネイティブ アプリケーションとマネージ アプリケーショ

ンの混在をサポートしています。 混在環境で作業している場合は、[.NETランタイム

分析を有効にする ]を選択できます。DevPartnerエラー検出は以下のタイプの .NET
分析をサポートしています。

� ネイティブ コードからマネージ コードに渡された未処理の例外の監視

� .NETファイナライザの分析

� マネージ コードからネイティブ コードへの相互運用性

� ガベージ コレクション イベントの監視
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.NET相互運用性

DevPartnerエラー検出の .NET相互運用性機能では、マネージ コードからネイティ

ブ コードへのアプリケーション移行の回数が監視されます。 この情報を使用して、使用

パターン、およびマネージ コードで書き直すことが効果的なターゲットのネイティブ

コードを分析します。 最良の結果を得るには、この機能を [相互運用性レポートのしき

い値 ]パラメータと共に使用して、条件を満たした使用の独自の下限を指定します。

リソースの追跡

[リソースの追跡 ]設定を使用して、アプリケーションで実行されるリソース リーク

検出のタイプを制御します。 [リソースの追跡 ]は、デフォルトで選択されています。

リソース リーク検出を実行しない場合は、[リソースの追跡を有効にする ]チェック

ボックスをオフにします。

リソースの追跡を選択した場合、すべてのリソース リークを検索することも、

Windows APIの特定のライブラリに関連付けられた特定のリソースに限定して検索

することもできます。

リソースはライブラリ別にグループ化され、各ライブラリ内でリソースの解放に使用

されたAPIコール別にグループ化されています。 たとえば、レジストリを操作する大

量のコードを作成した場合、ADVAPI32以外のすべてのライブラリを選択解除し、

RegCloseKeyだけを選択することもできます。

モジュールとファイル

[モジュールとファイル ]の設定を使用して、以下の操作を実行します。

� アプリケーション内の監視または無視する必要がある実行ファイルとライブラ

リを特定します。

� シンボルを使用できる場合、監視または無視する実行可能ファイルとライブラリ

のリストをソース ファイル レベルまで絞り込みます。

� DevPartnerエラー検出アナライザで無視する必要があるシステム ディレクトリ

のリストを特定します。

[モジュールとファイル ]設定を使用して、DevPartnerエラー検出で監視するアプリ

ケーションの部分を制御します。 たとえば、大規模なアプリケーションや ISAPIフィ

ルタなどのアプリケーションを作成するときに [モジュールとファイル ]設定の使用

を検討します。

メモ： [モジュールとファイル ]設定内のすべてのモジュールを無効にした場合

は、エラーの種類によって報告されるものとされないものがあります。

エラー検出では、任意のモジュール内のメモリ オーバーランと、

MFCxxxx.dllライブラリが原因で発生したその他のイベントは必ずレ

ポートされます。

詳細については、「[モジュールとファイル ]設定の使用」（32ページ）を参照してく

ださい。
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フォントと色

[フォントと色 ]設定を使用して、DevPartnerエラー検出ユーザー インターフェイス

の各アイテムのフォント、色、強調を変更します。

構成ファイル管理

[構成ファイル管理 ]を使用して、プロジェクトごとに複数の設定ファイルを作成しま

す。図1-1（12ページ）に、使用可能な [構成ファイル管理 ]オプションを示します。

ソフトウェア開発サイクル全体をとおしてこれらの設定ファイルを使用して、さまざ

まなタイプの分析を実行できます。 作成できる以下の設定ファイルの例を検討してく

ださい。

� [コール バリデーション ]と [モジュールとファイル ]を使用して、ユーザーのコン

ポーネントのみを選択します。アプリケーションに新しいコードを追加するとき

に、これらの設定を日常的に使用します。

� 新しいコンポーネントを完成させるとき、または既存のコンポーネントに比較

的大きな変更を加えるとき、[メモリの追跡 ]と [リソースの追跡 ]の設定を使用

します。

� 主なマイルストーンの結果を分析するために週末にバッチ モードで使用する設

定ファイルを作成します。 ビルドをFinalCheckでインストゥルメントして、レ

ポートの分析時に最も詳細な情報を取得することもできます。

� さまざまなモジュールのセットを選択し、すべての分析機能を無効にした設定

ファイルを作成します。 この設定ファイルをロードし、対話的なセッション中に

必要なオプションを選択できます。 これは、複雑なモジュールやファイルの設定

を管理する必要がある場合に特に役立ちます。

図 1-1. 構成ファイル管理設定
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構成ファイルの機能

[構成ファイル管理 ]ページでは、以下の機能を使用できます。

� 構成ファイル名：構成ファイルのフル パスと名前

� 再ロード：すべての変更を破棄して、現在の構成ファイルを再びロードします。

この操作では、最後に保存された状態の構成ファイルがロードされます。

� ロード：[ロード元 ]ダイアログ ボックスを開きます。[内部ユーザー デフォルト ]
を選択して、ユーザーのデフォルト設定をロードします。[構成ファイル ]を選択

すると、[構成ファイルのロード ]ダイアログ ボックスが開きます。このダイア

ログ ボックスで、ロードする別の構成ファイルを選択します。

� 保存：現在ロードされている構成ファイルの変更内容をすべて保存します。

� 名前を付けて保存：[構成ファイルの保存 ]ダイアログ ボックスを開きます。こ

のダイアログ ボックスから、現在の構成オプションを別のファイル名で保存し

ます。

� リセット：プログラム プロパティ設定をすべて出荷時のデフォルト設定に戻し

ます。

� デフォルトの保存：現在の設定をユーザーのデフォルトとして保存します。新し

いプロジェクトのすべてでこの設定が使用されます。

� デフォルトの削除：ユーザーのデフォルトの構成設定を削除して、出荷時の設定

に戻します。新しいプロジェクトのすべてで出荷時の設定が使用されます。
第1章� ワークフローと構成ファイルの設定      13



14     DevPartnerエラー検出ガイド



第2章

プログラムのチェックおよび分析
� エラー検出タスク

� DevPartnerエラー検出の拡張機能

この章では、DevPartnerエラー検出で実行できるエラー検出タスクについて説明し

ます。 また、DevPartnerエラー検出で実行できるその他のタスクについても説明し

ます。

エラー検出タスク 
通常、DevPartnerエラー検出には以下のようなタスクがあります。

� メモリ リーク、リソース リーク、インターフェイス リークを検索する

� ポインタ エラーとメモリ エラーを検索する

� メモリ破壊を検索する

� .NETアプリケーションでレガシー コードを分析する

� Win32 APIコールを検証する

� アプリケーションのデッドロックを検索する

リークを検索する

DevPartnerエラー検出は、メモリ リーク、リソース リーク、インターフェイス リー

クの検索に優れています。 デフォルトでは、DevPartnerエラー検出ではメモリ リー

クとリソース リークが検索され、インターフェイス リークは検索されません。 イン

ターフェイス リークを検索するには、[COMオブジェクトの追跡 ]設定で [COMオブ

ジェクトの追跡を有効にする ]を選択します。
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DevPartnerエラー検出には、ActiveCheckとFinalCheckの2つのメモリ リークを検

出する方法があります。 ActiveCheckでは、すべてのWindowsアプリケーションのメ

モリ リークを検索します。 リークはアプリケーションのシャット ダウン時にレポー

トされます。 FinalCheckでは、メモリ リークがアプリケーションで発生すると、実

行時に包括的にレポートされます。 この例には、ローカル変数が範囲外になった場合、

メモリのブロックへの最後のポインタが再割り当てされた場合、ダングリング ポイン

タの使用、およびその他の検索の困難なエラーがあります。

ポインタ エラーとメモリ エラーを検索する

DevPartnerエラー検出では、ActiveCheckテクノロジとFinalCheckテクノロジの両

方を使用してポインタ エラーとメモリ エラーを検索できます。 ActiveCheckモード

では、DevPartnerエラー検出ではWindowsコールに渡されたポインタを監視してエ

ラーを検索します。 [コール バリデーション ]と [メモリの追跡 ]の設定を変更して、

DevPartnerエラー検出で実行されるチェックの量を設定します。

FinalCheckを使用してプログラムを再コンパイルすると、DevPartnerエラー検出は

プログラム内のすべてのポインタ参照で使用法が正しいかどうかをチェックします。

FinalCheckでは、プログラムの非常に詳細な分析を行い、未初期化変数、ダングリ

ング ポインタ、非関連ポインタの比較、配列のインデックス エラーなどの検出が困

難な問題を特定できます。

メモリ破壊を検索する

DevPartnerエラー検出は、以下のような問題によって発生するメモリ破壊の問題を

検索する場合に役立ちます。

� オーバーランを割り当てられたバッファ

� 解放後のメモリへの継続的なアクセス

� リソースの複数回の解放（二重解放など）

DevPartnerエラー検出ではActiveCheckモードでこれらのエラーの多くを検出でき

ますが、FinalCheckでは最も詳細な分析を実行できます。

メモリ オーバーラン エラーが発生し、ActiveCheckしか使用できない場合は、[メモ

リの追跡 ]設定の [実行時のヒープ ブロック チェック ]についての詳細情報を含むオ

ンライン マニュアルを参照してください。

.NETアプリケーションでのレガシー コードへの移行を分析する

DevPartnerエラー検出では、ネイティブ アプリケーション プログラミングからマ

ネージ アプリケーション プログラミングに移行する場合に役立つ以下のような分析

を実行できます。

� Windowsアプリケーションのネイティブ部分の詳細な分析

� 混合コードを使用するアプリケーションのネイティブ部分とマネージ部分の間

の移行レイヤの分析
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� マネージ アプリケーションでのファイナライザの分析

これらのタイプの分析では、以下の対象を監視できます。

� ネイティブ アプリケーションからスローされマネージ コードに渡された未処理

の例外

� パフォーマンスの問題を引き起こす可能性のあるガーベジ コレクタの動作

� マネージ コードとネイティブ コード間のCOM相互運用性

� マネージ コードからネイティブWindowsライブラリへのP/Invokeのコール

� マネージとネイティブの境界にわたるコールの頻度

この情報を使用して、アプリケーションの移行プロセスを計画し、監視できます。 

ネイティブ コードから混合コードまたはマネージ コードへ移行する

移行プロセスでは以下の手順を実行します。

1 ネイティブ アプリケーションのCOM使用を分析して、使用されているオブ

ジェクトを確認します。

2 P/InvokeとCOMを使用してアプリケーションの部分を書き換え、アプリケー

ションのネイティブ部分を呼び出します。

3 [.NET分析 ]で、[.NET分析を有効にする ]と [PInvoke相互運用性の監視 ]を選択

して、新たに作成したコードと既存のネイティブ コード間の移行を分析します。

4 必要な変更を加えます。

5 [.NET分析 ]で、[COM相互運用性の監視 ]と [PInvoke相互運用性の監視 ]を選

択して、マネージ コードとネイティブ コード間で行われたコールの回数を監視

します。 パフォーマンス データを使用すると、以下の追加の変更について決定

する際に役立ちます。

a マネージ コードに移植する必要があるCOMオブジェクトを判別する。

b 新しいメソッドを追加してマネージ コードとネイティブ コード間のコール

の数を削減する必要があるかどうかを決定する。 たとえば、データ レコー

ドを一度に1項目ではなく10～20項目要求するメソッドを追加できます。

c ネイティブAPI（Windows APIなど）へのコールが効率的に行われている

かどうかを判別する。

ネイティブからマネージの境界にわたってスローされる未処理の例外をチェックす

ることもできます。 そのためには、[.NET分析 ]で [例外の監視 ]を選択します。 ネイ

ティブ コードで記述されたアプリケーションでは、例外によって呼び出し側にコール

またはメソッドが失敗したことが通知されます。 アプリケーションの部分がマネージ

コードで書き換えられたときに、例外の使用を監視して例外がマネージ コードに移行

する前にキャッチします。 
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Win32 APIコールを検証する

DevPartnerエラー検出では、多数のWindowsコールが認識されます。 DevPartner
エラー検出では、この機能を使用して、ポインタ、フラグ、列挙、ハンドル、リター

ン コードを検証できます。 [コール バリデーションを有効にする ]を選択して、アプ

リケーションでWindowsコールが適切に使用されていることを確認します。

以下のコール バリデーション機能を設定できます。

� 監視対象のWindowsコールを選択する。

� フラグ、範囲、列挙のチェックなどのさまざまなタイプの検証を選択的に無効に

する。

これらの機能を使用して、ハンドルやポインタなどの重要なパラメータを検証し、現

在のタスクに関係ないエラーのレポートが減少するようにDevPartnerエラー検出を

設定できます。

アプリケーションのデッドロックを検索する

DevPartnerエラー検出では、アプリケーションでデッドロックを引き起こすコード

を特定できます。 [デッドロック分析を有効にする ]を選択して、デッドロックを検索

します。 追加のコントロールを使用すると、デッドロック分析を微調整できます。

DevPartnerエラー検出の拡張機能

DevPartnerエラー検出にはエラー検出の他に、以下の機能もあります。

� 複雑なアプリケーションを理解するための補助

� リバース エンジニアリング ツール

� アプリケーションのストレス テスト用ツール

複雑なアプリケーションを理解する

DevPartnerエラー検出には、大規模で複雑なアプリケーションの理解に役立つ複数

のツールがあります。 以下の3つのシナリオを考えてみます。

� 既存のチームに新しい開発者が加わり、各種DLLの対話方法を理解する必要があ

ります。

� 問題（クラッシュやメモリ リークなど）の問題を解決するためにプロジェクトに

コンサルタントが呼び寄せられ、厳しいエンジニアリングのスケジュールを前提

に最も多くのリソースを投入する場所を理解する必要があります。

� 開発者がサードパーティ製ライブラリの使用を開始し、ライブラリでWindowsリ
ソースがリークしている理由を知る必要があります。 多くの場合、問題はライブ

ラリではなくライブラリの使用方法にあります。

以下のDevPartnerエラー検出機能を使用して、これらのシナリオに対処できます。
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COMオブジェクトの追跡

多くのアプリケーションで、社内の開発者、サードパーティ ベンダ、またはMicrosoft
によって提供されたCOMオブジェクトが使用されます。 これらのCOMオブジェク

トが正しく使用されない場合、インターフェイス リークが発生します。 インターフェ

イス リークによってメモリ リークとリソース リークが引き起こされます。ヒープか

ら割り当てられたオブジェクトが適切に解放されず、そのためそれらのオブジェクト

によって割り当てられたメモリが適切に解放されません。

[COMオブジェクトの追跡 ]を使用して、リークしたCOMオブジェクトを表示でき

ます。 この情報は、アプリケーションのAddRefに対応する欠落したReleaseコール

を行う場所を特定する場合に役立ちます。

デッドロック アナライザ

デュアル プロセッサが普及する前に記述された多くのレガシー アプリケーション

は、現在の高パフォーマンスなコンピュータ システム上で実行されると予期しない動

作をすることがあります。 たとえば、アプリケーションは同期オブジェクトの不適切

な使用によってデッドロック状態になることがあります。

DevPartnerエラー検出のデッドロック分析では、デッドロックを引き起こす可能性

のあるコードを特定できます。 この分析では潜在的なデッドロックも特定できること

に注意してください。 潜在的なデッドロックとは、アプリケーションの実行中に一連

の望ましくない状態が進展した場合、いつ発生してもおかしくないデッドロックのこ

とです。 DevPartnerエラー検出では、これらの潜在的なデッドロックが実稼働環境

で発生する前に特定できます。

モジュールとファイル

複雑なアプリケーションは、多くの場合複数の組織にわたって開発され、外部ベンダ

から購入したライブラリを含んでいます。 デフォルトで、DevPartnerエラー検出で

はシステム以外のDLLのエラーがレポートされます。 [モジュールとファイル ]設定

を使用して、DevPartnerエラー検出のエラー レポートとコール レポートをアプリ

ケーションの特定の部分に制限します。 その結果、複雑な問題の解決に使用できるよ

り有効なエラー レポートが生成されます。

メモ： [モジュールとファイル ]設定内のすべてのモジュールを無効にした場合

は、エラーの種類によって報告されるものとされないものがあります。

エラー検出では、任意のモジュール内のメモリ オーバーランと、

MFCxxxx.dllライブラリが原因で発生したその他のイベントは必ずレ

ポートされます。
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[モジュール ]タブ

DevPartnerエラー検出の [モジュール ]タブ（図2-1（20ページ）を参照）および関

連する詳細ペインには、プログラムへのビューが表示されます。 このビューには、プ

ログラムの実行中にロードされているDLLが表示されます。 このレポートをよく確

認すると、以下の質問に回答し、トレードオフを行う必要がある場合により的確な決

定を下すことができます。

� このモジュールはインストゥルメントされているか。また、その方法。

� 特定のDLLが本当に必要か。

� DLLのメソッドを1つだけ呼び出すことが、そのプロセスにロードされるその他

の「n」個のDLLを犠牲にするだけの価値があるか

� なぜ対象外のロード アドレスにDLLがロードされているか。

� なぜ同じDLLの複数のバージョンがメモリにロードされているか。

図 2-1. [モジュール ]タブと詳細ペイン

検証結果ペインでの表示と並べ替え

DevPartnerエラー検出には、アプリケーションについて収集されたデータを表示

するさまざまな方法があります。 最初に、DevPartnerエラー検出では、検索結果

ペインに高レベル レポートの [サマリ ]タブが表示されます。 [サマリ ]タブを確認し、

エントリをダブルクリックすると、詳細が表示されます。

情報の複数のレイヤを移動するこの機能では、データのさまざまなビューが表示され

ます。次に例を示します。 
20     DevPartnerエラー検出ガイド



� 技術リーダーは、ある期間におけるメモリ リークがより多いかより少ないかなど

の傾向を探してデータを確認することがあります。

� 開発者は、メモリ オーバーラン エラーやダングリング ポインタなどを収集する

必要がある場合があります。 

このマルチレベルのビューでは、最も関連の深いデータを特定し、検索結果ペインの

いずれかのタブ（[メモリ リーク ]、[その他のリーク ]、[エラー ]、[.NETパフォーマ

ンス ]、または [モジュール ]）でより詳細なビューにアクセスできます。 いずれかの

タブでデータを表示するときに、カラム見出しをクリックすると、データをサイズ、

発生回数、場所などでさらにソートできます。

リバース エンジニアリング

DevPartnerエラー検出を使用して、Windowsアプリケーションを分析できます。 こ
のセクションで説明するような設定がある構成を作成すると、DevPartnerエラー検

出を使用してWindowsアプリケーションによって実行される処理を監視し、レポー

トできます。

データ収集

[コール パラメータのデータ表示の深さ ]パラメータを大きくして、より詳細なAPI
パラメータ情報を生成します。 データ表示の深さを大きくすると、処理速度が遅くな

り、ログ ファイルのサイズが増加することがあります。

APIコール レポーティング

[APIコール レポーティングを有効にする ]を選択して、APIコールと戻り値をログに

記録します。 DevPartnerエラー検出がパラメータとパラメータとして渡されるクラ

スについて収集する詳細の量は、[データ収集 ]設定の [コール パラメータのデータ表

示の深さ ]の値によって決まります。

アプリケーションに送信されるすべてのウィンドウ メッセージを記録するには、

[ウィンドウ メッセージを収集する ]をオンにします。 このオプションを選択すると、

アプリケーションがマウス クリックやイベントの再ペイントなどのさまざまなウィ

ンドウ イベントに応答する方法のビューが表示されます。

メモ：これらのオプションのいずれかを選択すると、ログ ファイルのサイズが

増加し、DevPartnerエラー検出のパフォーマンスが遅くなりことがあり

ます。

APIコール レポーティングのオーバーヘッドを最小限に抑えるには、現在のタスクに

最も関連の深いシステムDLLのみを選択します。
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COMコール レポーティング

[選択したモジュールに実装されたCOMメソッド コールのレポートを有効にする]を
オンにして、COMメソッド コールの収集を有効にします。

COMコール レポーティング情報を管理可能にするには、最も関連の深いインターフェ

イスのみを選択し、[すべてのコンポーネント ]チェック ボックスをオフにします。

.NETコール レポーティング

[.NETメソッド コール レポーティングを有効にする ]をオンにして、.NETメソッド

コールの収集を有効にします。 .NETコール レポーティングを管理可能にするには、

.NETユーザー アセンブリのみを選択します（デフォルト）。

.NET分析

ネイティブとマネージの混合コードのアプリケーションを記述する場合は、.NET分析

機能を使用して、以下のことを行います。

� ネイティブ コードからマネージ コードにスローされた未処理の例外を監視し

ます。

� マネージ コードからネイティブ コードへ行われたコール（P/Invokeコールまた

はCOMメソッド コール）を監視します。

� [例外の監視 ]を選択して例外を監視します。

マネージ コードからネイティブ コードへのコールを監視するには、[COM相互運用

性の監視 ]または [PInvoke相互運用性の監視 ]を選択してから、[相互運用性レポート

のしきい値 ]で適切な値を選択します。マネージ コードからネイティブ コードへの

コールを監視する場合は、レポートのしきい値に十分大きい値を選択し、[モジュー

ルとファイル ]設定を使用して不要な情報を減らします。

オフにするリバース エンジニアリングの機能グループ

ヒント : リバース エンジニ

アリング セッションの終了

後は、これらの機能を必ず

選択してください。

DevPartnerエラー検出には、Windowsアプリケーションでさまざまなタイプのリー

クとエラーを監視するツールがあります。 ただし、リバース エンジニアリング セッ

ション中は、DevPartnerエラー検出のエラーとリーク検出のロジックをオフにする

ことをお勧めします。 これらの機能を [ プログラムの設定 ] ダイアログ ボックス

（DevPartnerエラー検出スタンドアロンの場合）または[オプション]ダイアログ ボッ

クス（Visual Studio IDEの場合）で無効にするには、以下の手順を実行します。

1 [コール バリデーション ]で、[コール バリデーションを有効にする ]をオフにし

ます。

2 [COMオブジェクトの追跡 ]で、[COMオブジェクトの追跡を有効にする ]をオフ

にします。

3 [メモリの追跡 ]で、[メモリの追跡を有効にする ]をオフにします。
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4 [リソースの追跡 ]で、[リソースの追跡を有効にする ]をオフにします。

5 [デッドロック分析 ]で、[デッドロック分析を有効にする ]をオフにします。

これらの機能は、調べているコードのバグを特定するためのものです。 これらの機能

をオフにすると、コンポーネントまたはAPIのコードが機能する方法を理解するのに

役立つ情報に集中できます。

モジュールとファイル

デフォルトで、DevPartnerエラー検出では [システム ディレクトリ ]除外リストに

表示されている部分を除いて、アプリケーションのすべての部分についてレポート

します。

リバース エンジニアリングを行う場合、通常は除外されるDLL を監視できます。

DLLを監視すると、そのDLLを追跡して動作方法を確認できます。 

たとえば、特定の共通コントロールでWIN32 APIコールが使用される方法を理解す

るには、COMCTL32.DLLを明示的に追加し、[APIコール レポーティング ]を有効に

します。

システムDLLを明示的に監視するには、[モジュールの追加 ]をクリックし、希望の

DLLを追加します。

構成ファイル管理

[構成ファイル管理 ]を使すると、開発サイクルで特別なタスク用に設計された設定を

作成し、保存できます。

次に例を示します。

� メモリ リーク、リソース リーク、およびCOMリークの検出

� メモリとバリデーションのみ

� リバース エンジニアリング

� 上記のいずれか。ただし、カスタム [モジュールとファイル ]設定を使用して限定

されたDLLのセットあり。

DevPartnerエラー検出でアプリケーションのビジネスにきわめて重要な部分（パス

ワードのチェックなど）が監視されないようにするには、実行時にDevPartnerエラー

検出呼び出し可能インターフェイスを呼び出して、DevPartnerエラー検出ログを選

択的に無効にできます。 詳細については、以下のファイルのイベント レポートに関す

るコメントを参照してください。

C:¥Program Files¥Compuware¥DevPartner Studio¥BoundsChecker¥
ErptApi¥NmApiLib.h

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、このファイルは以下の場所に

インストールされます。

¥Program Files (x86)¥Compuware¥DevPartner Studio¥
BoundsChecker¥ErptApi¥NmApiLib.h
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ストレス テスト

DevPartnerエラー検出の実行に伴い、大きい負荷がかかっている状態でのみ発生す

る多数の予期しない状況をアプリケーションで処理するという副作用が発生します。

ゼロ以外の未初期化データの処理

多くのアプリケーションは、動的メモリ割り当てルーチンから返されるローカル変数

とメモリが何らかの値に初期化されるという誤った想定のもとに記述されています。

DevPartnerエラー検出では、未初期化データ アクセスの検索を割り当てられると、

さまざまなタイプのメモリ上に既知の充てんパターンを書き込みます。 この例には、

ローカル変数、およびnew、malloc、HeapAlloc、またはLocalAllocによって割

り当てられたメモリがあります。

未初期化メモリがゼロになると想定してアプリケーションが記述されている場合、

DevPartnerエラー検出で実行するとプログラムがクラッシュしたり、予期しない動

作をすることがあります。 そのような場合は、アプリケーションをFinalCheckでイン

ストゥルメントし、DevPartnerエラー検出で再度チェックしてエラーを特定します。

メモ：これらのルールに従わない独自のメモリ割り当てルーチンを記述した場

合は、UserAllocators.datファイルにルーチンのエントリを追加します。 
詳細については、第4章「ユーザーが作成したアロケータの使用」を参

照してください。

解放時の無効データによるプールのフィル

DevPartnerエラー検出では、動的に割り当てられたメモリが解放されたあと、その

メモリに既知のパターンを書き込みます。 これにより、解放された構造を参照しよう

とするアプリケーションではエラーが生成されます。 多くの場合、ダングリング ポイ

ンタ エラーは診断と修復が困難です。 アプリケーションをFinalCheckでインストゥ

ルメントし、DevPartnerエラー検出で再度チェックしてエラーを特定します。

メモ：これらのルールに従わない独自のメモリ割り当てルーチンを記述した場

合は、UserAllocators.datファイルにルーチンのエントリを追加します。 
詳細については、第4章「ユーザーが作成したアロケータの使用」を参

照してください。

CPU負荷が大きい環境での作業

多くの開発者は、非常に高速で負荷の小さいシステムでアプリケーションを作成しま

す。 このため、アプリケーションを運用環境に移行したときに、プログラムに不規則

な障害が発生します。 タイミングとパフォーマンス関連の問題の追跡は困難で、時間

がかかる場合があります。

DevPartnerエラー検出ではあらゆる面からプログラム フローを監視し、CPUとメモリ

の作業負荷が大きい状態にアプリケーションを置きます。同時に、DevPartnerエラー

検出ではWindows関数へのコールでエラーの兆候を監視します。エラーは、[検出さ

れたプログラム エラー ]ダイアログ ボックスにレポートされます。
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マルチスレッド コードでのプログラムの検出

多くのアプリケーションは、マルチプロセッサ アプリケーション サーバーを利用す

るように記述されています。 マルチスレッドのアプリケーションが綿密に設計されて

いない場合、プログラムが負荷のかかる状況に置かれたとき、デッドロックとリソー

ス喪失の問題が発生することがあります。 

マルチスレッドのアプリケーションをDevPartnerエラー検出で実行すると、各種の

スレッドのパフォーマンスが低下し、プログラムによってタイミング関連の問題が表

示されることがあります。 通常、このような問題の多くは、実稼働状況でプログラム

に負荷がかけられた場合に発生します。 DevPartnerエラー検出を使用すると、開発

プロセスで問題を発見し、実稼働に移行する前に修正できます。

DevPartnerエラー検出でデッドロック分析を有効にしてアプリケーションを実行

し、デッドロック、潜在的なデッドロック、その他の同期バグをチェックします。

メモリ エラーとポインタ再利用エラーの検出

アプリケーションが複雑になるにつれて、アプリケーションで使用されるメモリの量

とポインタの数は大幅に増加します。 この問題に対処するために、ソフトウェア開発

者はDevPartnerエラー検出などのツールを使用してメモリ リークとリソース リー

クを検索します。 ただし、リークの検索とプラグはタスクの一部に過ぎません。 メモ

リが解放されると、ブロックに対するすべての未処理のポインタは「ダングリング」

として宣言される必要があります。 ダングリング ポインタを参照しようとするとエ

ラーが生成されます。 DevPartnerエラー検出のFinalCheck機能は、ダングリング ポ
インタを検出し、レポートするように設計されています。

未検出のダングリング ポインタは、プログラムで、解放されたブロック、または解放

され、システムのその他の部分で再利用されたブロックが参照される原因となりま

す。 単純なデバッグ環境で実行されるプログラムでは、失敗の兆候が示されないこと

があります。 ただし、同じプログラムが実稼働環境に移されると、ランダムにクラッ

シュしたり、データが破損したり、予期しない結果を生成したりすることがあります。
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第3章

複雑なアプリケーションの分析
� 複雑なアプリケーションについて

� プロセスを待機

� プログラムの特定部分の分析

� 監視対象を決定する

� サービスを分析する

� テスト コンテナを使用してActiveXコントロールを分析する

� COMを使用するアプリケーションを分析する

� IIS 5.0の ISAPIフィルタを分析する

� IIS 6.0の ISAPIフィルタを分析する

� よく寄せられる質問（FAQ）

この章では、複雑なアプリケーションをチェックするときにDevPartnerエラー検出

をより効果的に使用する方法について説明します。
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複雑なアプリケーションについて

典型的なWindowsアプリケーションをデバッグする場合、デフォルトのDevPartner
エラー検出設定では、最も一般的なプログラミング問題を解決するのに十分なデータ

が収集されます。

複雑なアプリケーションをデバッグする場合、エラー検出設定をカスタマイズすると

効果的です。

複雑なアプリケーションは次の2つのグループに分類できます。

� 多数の複雑なコンポーネントを含む大規模なアプリケーション

� Windows NTサービス、ActiveXコンポーネント、MTSコンポーネント、COM
コンポーネント、ISAPIフィルタなどの非従来型のアプリケーション

大規模なアプリケーション

大規模なWindowsアプリケーションは、サイズのために監視が困難であるという点の

みが例外的です。 DevPartnerエラー検出を使用すると、大規模なアプリケーション全

体を一度に分析するのではなく、論理的で管理可能な区分で分析できます。 たとえば、

大規模なアプリケーションの1つのDLLを作成する場合、以下のことができます。

� アプリケーションの部分を分析から除外する。

� アプリケーションの特定の部分だけを監視する。

� アプリケーション内の特定のトランザクションだけを監視する。

非従来型のアプリケーション

非従来型のアプリケーションでは、複雑なスタートアップや設定の問題により、さま

ざまなエラー検出方法が必要な場合があります。 DevPartnerエラー検出を設定して、

このようなアプリケーションの監視に必要な特別なデバッグや分析の操作を実行で

きます。

DevPartnerエラー検出機能と複雑なアプリケーション

以下のエラー検出機能は複雑なアプリケーションを分析する場合に役立ちます。

� プロセスを待機する機能

� アプリケーションで監視するモジュールとファイルを限定する機能

� 実行時にエラー検出ログを有効または無効にする機能
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プロセスを待機

エラー検出を指定してプログラムを実行する代わりに、エラー検出自体をアプリケー

ション用に初期化して、その処理が完了するまで待機する方法を使用できます。初期

化が終了したら、手動でアプリケーションを起動します。または、サービス コント

ロール マネージャなどの手段を使用することもできます。このオプションを使用する

と、IISなどのサービスをデバッグできます。

メモ： [プロセスを待機 ]を使用している場合は、起動するアプリケーションの

フル パス名が、エラー検出で検索されるアプリケーションのフル パス

名と完全に一致する必要があります。

メモ：このオプションは、BoundsCheckerやDevPartnerエラー検出の以前の

リリースにおける Image File Execution Optionsの代わりに使用する機能

です。

このオプションは、DevPartnerエラー検出スタンドアロン アプリケー

ション（BC.EXE）を使用している場合にのみ利用できます。Visual Studio
に統合されているエラー検出を使用している場合は、利用できません。

「初期化して待機」する方法でエラー検出を使用してアプリケーションやサービスを

デバッグするには、以下の手順を実行します。

1 エラー検出アプリケーション（BC.EXE）でテストするイメージを開きます。

2 エラー検出を構成し、興味のあるエラーを監視します。

3 [プログラム ]メニューから [プロセスを待機 ]を選択します。

エラー検出自体が初期化され、セッションをキャンセルするかどうかを確認す

るダイアログ ボックスが表示されます。

図 3-1. [プロセスを待機 ]ダイアログ ボックス

4 通常どおり、アプリケーションを起動します。

通常はサービス コントロール マネージャを使用してアプリケーションを起動

している場合は、そのように操作します。アプリケーションを起動すると、

エラー検出のダイアログ ボックスは閉じます。

5 アプリケーションを実行し、終了します。
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プログラムの特定部分の分析

大規模なアプリケーションまたは複雑なアプリケーションの問題となる特定の領域

をDevPartnerエラー検出に指示して、アプリケーションのその他の部分を無視する

ことができます。DevPartnerエラー検出には、プログラムの限定的な部分を分析す

る場合に役立つ以下の4つのメカニズムがあります。

� [モジュールとファイル ]を使用して、分析からプログラムの部分を除外します。

� [抑制 ]と [フィルタ ]を使用して、不要な情報が記録されたり表示されたりするの

を防ぎます。

� [プログラム]>[イベントをログに記録]メニュー項目または[イベントをログに記

録 ]ツールバー ボタンを使用して、エラー検出のログを切り替えます。

� アプリケーションに条件付きコードを追加して、StartEvtReportingと
StopEvtReportingを呼び出します。 
メモ： StartEvtReportingとStopEvtReportingは、アプリケーション内

から呼び出してDevPartnerエラー検出ログへのデータの書き込みを制御

できるDevPartnerエラー検出関数です。 DevPartnerエラー検出がアク

ティブでない場合、これらのコールはすぐに返されます。

モジュールとファイル

大規模なアプリケーションを使用している場合は、[モジュールとファイル ]設定を使

用して、アプリケーションの部分が分析されるのを防げます。 これにより、分析時間

を短縮し、不要なエラー メッセージの数を減らせます。 以下に除外できる部分の一部

を示します。

� サードパーティ製DLLを含む不要なDLL 

� DLLまたはEXEからの個々のソース ファイル

� DLLディレクトリ ツリー全体 

� ソース コードが使用できない場合は、エラーを除外します。

メモ： [モジュールとファイル ]設定内のすべてのモジュールを無効にした場合

は、エラーの種類によって報告されるものとされないものがあります。

エラー検出では、任意のモジュール内のメモリ オーバーランと、

MFCxxxx.dllライブラリが原因で発生したその他のイベントは必ずレ

ポートされます。

「[モジュールとファイル ]設定の使用」（32ページ）を参照してください。
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抑制とフィルタ

DevPartnerエラー検出によってレポートされるエラーとイベントを非表示にするに

は、以下の2通りの方法があります。 

� [抑制 ]では、指定したタイプのエラーやイベントがエラー検出ログに記録されな

くなります。 抑制されたエラーを表示するには、抑制のインストラクションを削除

し、DevPartnerエラー検出でアプリケーションを再度実行する必要があります。

� [フィルタ ]では、すでにログに記録されているエラーやイベントが非表示になり

ます。 フィルタしたエラーの表示と非表示を切り替えられます。

選択的イベント ログ

大規模なアプリケーションの小さいセクションを監視するには、[イベントをログに

記録 ]メニューまたはツールバー ボタンを使用して、エラー検出ログのオンとオフを

切り替えます。 この手法は以下の設定を選択した場合に特に役立つことがあります。 

� APIまたはCOMコール ログ

� コール バリデーション

選択的イベント ログをいずれかのリーク検出機能（メモリ追跡、リソース追跡、COM
インターフェイス追跡など）と共に使用する場合は、多くのリークがプログラムの終

了時まで検出されないことに注意してください。 プログラムの終了時にログが無効に

なっていると、検索しようとしているリークの多くはレポートされません。

リークを検出する場合は、[モジュールとファイル ]や [抑制 ]を使用して、不要な情

報を除外します。

条件付きコード

プログラムを変更してDevPartnerエラー検出データ収集エンジンを呼び出し、エ

ラー検出ログを有効または無効にできます。 以下のサンプル コードは、不要な領域周

囲のエラー検出ログを無効にする方法を示しています。

// Requires library [ イ ン ス トール デ ィ レ ク ト リ ]
¥ERptApi¥NMApiLib.lib

// Include file is located in [ イ ンス トール デ ィ レ ク ト リ ]¥ErptApi
#include "nmapilib.h"

... [監視対象のコード ]
StopEvtReporting()

... [監視対象外のコード ]
StartEvtReporting()

... [監視対象のコード ]
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StartEvtReportingまたはStopEvtReporting APIコールを使用して、アプリ

ケーションのビジネスにきわめて重要な部分がDevPartnerエラー検出でログに記録

されないようにすることもできます。 この例には、パスワード検証や暗号化ルーチン

があります。 DevPartnerエラー検出がアクティブでない場合、APIコールはすぐに返

されます。

[モジュールとファイル ]設定の使用

アプリケーションから除外する対象を決定するには、以下の手順を実行します。

1 DevPartnerエラー検出で実行可能ファイルを開きます。

2 すべてのデータ収集を無効にします。

�  DevPartnerエラー検出スタンドアロンの場合

[プログラム ]>[設定 ]>[エラー検出 ]を選択します。

�  Visual Studioの場合

[DevPartner]>[オプション ]を選択します。

[オプション ]または [設定 ]ダイアログ ボックスで、[APIコール レポーティン

グ ]、[コール バリデーション ]、[COMコール レポーティング ]、[COMオブ

ジェクトの追跡 ]、[デッドロック分析 ]、[メモリの追跡 ]、および [リソースの

追跡 ]の設定をクリアします。

3 DevPartnerエラー検出でプログラムを実行します。

エラー検出では、アプリケーションで使用されるすべてのDLLが記録されます。

すべてのDLLがロードされるようにプログラムを実行し、アプリケーションを

終了します。

4 DevPartnerエラー検出 [設定 ]または [オプション ]ダイアログ ボックスを開い

て、データ収集設定を選択します。

5 [設定 ]または [オプション ]ダイアログ ボックスで、[モジュールとファイル ]を
選択します。DevPartnerエラー検出によって、システム ディレクトリにある

ファイルを除き、アプリケーションで使用されるすべての実行可能ファイルと

DLLのリストが自動的に表示されます。

6 モジュールとファイルのリストを確認します。 リストに表示されたDLLで現在

のタスクに関係ないものをすべてクリアします。 不要なDLLをクリアしたリス

トから、各DLLを展開し、監視対象のソース ファイルを選択します。

7 特定のディレクトリのDLLをすべて除外するには、[システム ディレクトリ ]を
クリックし、除外するディレクトリのリストにディレクトリを追加します。 シス

テム ディレクトリから特定のファイルを追加する場合は、[モジュールの追加 ]
をクリックし、監視対象のDLLのリストにファイルを追加します。 フォルダ ア
イコンをクリックすると、1つのフォルダから複数のフォルダに切り替えること

ができます。表 3-1に、アイコンの意味を示します。
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8 プログラムの部分のリークとエラーをソース コードなしで除外するには、[ソー

ス コードが利用できる場合にのみ、エラーとリークを表示する ]を選択します。

ヒント : 複数の設定ファイ

ルを作成する場合は、設定

ファイルの1つに基本設定

という名前を付けることが

できます。 基本設定の設定

を開始点として使用して、

その他の設定ファイルを作

成できます。

9 アプリケーションの論理サブセットを作成したら、[構成ファイル管理 ]を使用

して設定を保存します。

表 3-2に、[モジュールとファイル ]設定を使用する方法のリストを示します。

メモ：ユーザーのコード以外のすべてを除外した場合、アプリケーションの部

分によって間接的に引き起こされるメモリ リークやリソース リークを

確認できないことがあります。

表 3-1. このダイアログでのフォルダ アイコンの意味

アイコン 説明

選択したディレクトリはテストから除外されます（特定のDLLが [モジュール ]
ダイアログにも表示されてる場合を除く）。

選択したディレクトリとすべてのサブディレクトリがテストから除外されます。

表 3-2. [モジュールとファイル ]設定の使用法

デバッグの対象 エラー検出を設定して除外する対象

ActiveXコントロール ActiveXテスト コンテナ実行可能ファイルなどのActiveX
コントロールを含むDLL以外のすべてのモジュール

Windows NTサービス デバッグしているサービスの部分に直接関連付けられていな

いすべてのモジュール

ISAPIフィルタ ISAPIフィルタ以外の IISまたはW3WPのすべての実行可能

ファイルとDLL

複雑なアプリケーション 解決しようとしている問題に当てはまらないアプリケー

ションの部分

プロセス外のCOM
オブジェクト

DLLHOST.exe やMTX.exeなどの、DLLに直接関連付けられ

ていないすべてのモジュール
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監視対象を決定する

複雑なアプリケーションを処理する場合は、アプリケーションの監視対象の部分を確

認することが重要です。 何を監視し、何を無視するかの決定は、リークやエラーを追

跡する場合の成功に影響します。

監視対象を確認するには、アプリケーションに関する以下の質問について検討してく

ださい。

� アプリケーションはどのように起動しますか。

� 直接起動しますか。

� 別のプログラムを実行して起動しますか。

� コントロール ペインから起動しますか。

� アプリケーションは間接的に起動されますか。

� アプリケーションにはモジュールとファイルがいくつありますか。

� アプリケーション内のすべてのモジュール（システム モジュール以外）を

所有していますか。

� すべてのモジュールのソースがありますか。

� アプリケーション全体に関心がありますか。それとも一部だけですか。

� コントロールしないモジュールのエラーに関心がありますか。

� アプリケーションはトランザクションのアプリケーションですか。 その場

合、アプリケーション全体を監視しますか。それともいくつかのトラン

ザクションだけですか。

� アプリケーションでは、ユーザーがコントロールしないコードから渡さ

れたリソースが利用されていますか。

これらの質問に回答したら、DevPartnerエラー検出を設定してアプリケーションを

監視できます。

監視対象を確認するとき、プログラムのその他の部分がアプリケーションにリソース

を提供する場合があることに注意してください。 焦点を絞りすぎると、選択した分析

サブセットとアプリケーションのそれ以外の部分の間で渡されるリソースを失う可

能性があることに注意してください。

たとえば、ActiveXコントロールを記述し、テスト コンテナで実行している場合、

DLL内の動作を確認できます。 ただし、オブジェクトを誤って呼び出した場合、リ

ソースとインターフェイスのリークが発生することがあります。 コントロールだけを

監視する場合、エラーは見つかりますが、コントロールの誤った使用法によって発生

したエラーは見つかりません。
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アプリケーションの起動方法

コンソールまたはWindowsアプリケーションを使用している場合、[ファイル ] > [開
く ]を選択してエラー検出を設定し、アプリケーションを監視できます。DevPartner
エラー検出ではアプリケーションを開き、アプリケーションに直接リンクされたすべ

てのDLLを分析します。

非従来型のアプリケーションを使用している場合、アプリケーションは以下の2つの

カテゴリのいずれかに当てはまります。

� 制御プログラムから直接起動される。

� システムの動作に基づいて間接的に起動される。

最初のタイプのアプリケーションには、一部のテスト アプリケーションによって

起動されるActiveXコントロールやDLLが含まれます。 たとえば、ActiveXコント

ロールを作成したら、Visual Studioに付属のテスト コンテナ アプリケーション

（TSTCON32.EXE）を使用して分析できます。

アプリケーションがシステムの動作によって間接的に起動される場合は、エラー検出

の [プロセスを待機 ]オプションを使用してアプリケーションの起動を待機できます

（「プロセスを待機」（29ページ）を参照）。 以下にこの例を示します。

� Windows NTサービス

� プロセス外のCOMサーバー

サービスやCOMサーバーなどの多くの専門アプリケーションは、タイム クリティカ

ルです。 アプリケーションがタイム クリティカルな場合、最良の結果を得るには、

DevPartnerエラー検出の使用時にタイム アウト ロジックを無効にします。

サービスを分析する

DevPartnerエラー検出ではWindows NTサービスを監視できます。 サービスを監視

する場合は、以下の点を考慮してください。

� サービスはブート時間に起動しますか。オンデマンドで起動しますか。

� サービスに特定のセキュリティ コンテキストは必要ですか。

� サービスを対話的に実行できますか。

� サービスはサービスとしてでなくても実行できますか。

� サービスにタイミングの問題はありますか。

DevPartnerエラー検出では、システムの稼働後に起動できるサービスを分析できま

す。 最良の結果を得るには、デバッグ プロセスをとおしてサービスの起動や停止を手

動で行うことができる必要があります。
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要件とガイドライン

DevPartnerエラー検出でサービスを監視するには、実行に使用されるアカウントに

管理者権限が必要です。 また、アプリケーションのタイミング要件が厳しい場合は、

他の問題が生じる可能性があることに注意してください。

サービスを分析する

DevPartnerエラー検出でサービスを分析するには、以下の手順を実行します。

1 サービスを停止します。

2 シンボルを使用し、最適化しないで（オプションでFinalCheckを使用）サービ

スのデバッグ構成をビルドします。

3 エラー検出を使用してサービスのイメージを開き、セッションに合わせて設定

を更新します。

4 [プログラム ]メニューから [プロセスを待機 ]を選択します。

エラー検出自体が初期化され、セッションをキャンセルするかどうかを確認す

るダイアログ ボックスが表示されます。

5 通常どおり、サービスを開始します。

通常はサービス コントロール マネージャを使用してサービスを開始している場

合は、そのように操作します。アプリケーションを起動すると、エラー検出の

ダイアログ ボックスは閉じます。

タイミングの問題とdwWait

サービスの開始に失敗した場合、または開始したがほとんどすぐに終了した場合は、

SetServiceStatusに渡されたServiceStatusブロックでdwWaitパラメータを

変更する必要があります。 サービスで指定されている値が小さすぎると、Windows 
NTサービス コントロール マネージャによってサービスが中止されます。 
DevPartnerエラー検出を使用する場合は、dwWaitを4,000,000などの大きい値に

設定します。

メモ： DevPartnerエラー検出での作業が終了したあと、dwWaitの通常の値を

復元します。

代替方式：ワーカー スレッドからのコントロール ロジックの分離

サービスをモジュール方式で作成した場合、ワーカー スレッドからサービス コント

ロール ロジックを分離できることがあります。 1つの方法として、ワーカー スレッド

ロジックに関連した単純なコンソール アプリケーションをラップする方法がありま

す。 このようにして、DevPartnerエラー検出を使用して、サービス ワーカー スレッ

ドをWindowsコンソール プログラムであるかのようにチェックできます。
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DevPartnerエラー検出ログのオンとオフを切り替えるカスタム コード

対話的でないサービスを処理する場合、カスタム コードを作成して、サービスの実行

中にDevPartnerエラー検出ログのオンとオフを切り替えることができます。 
dwControlパラメータからControlServiceに渡すコントロール コードに応答す

るようにカスタム コードを作成します。 

サービス コントロール ロジックで起動および停止のイベント レポートAPIを呼び出

せます。 「条件付きコード」（31ページ）を参照してください。

共通のサービス関連の問題

サービスが起動するとすぐにハングする

管理者権限でサービスを実行していることを確認します。 管理者権限を取得できない

場合は、上記の代替方式を行ってください。

サービスが起動するとすぐに終了する

Windows NTのサービス コントロール マネージャによってサービスが終了されたこ

とが原因である可能性があります。サービスの初期化ロジックのdwWaitの値を大き

くしてサービスを再実行します。

DevPartnerエラー検出に有効な作業ディレクトリがあることも確認する必要があり

ます。[プログラム ]メニューの [設定 ]にある [全般 ]の設定を使用して、作業ディレ

クトリを指定します。

引き続きこの問題が発生する場合は、上記の代替方式を使用してサービスを変更する

ことを検討してください。

サービスが実行してしばらく経つと、突然終了する

サービス状態を要求するコントロール メッセージへのサービスの応答が遅すぎる可

能性があります。サービス状態の要求に応答する場合は、dwWaitのタイム アウト値

を大きくします。

DevPartnerエラー検出によってアプリケーションのメモリが解放時に無効データに

よってフィルされ、クラッシュすることもあります。エラー検出設定の [メモリの追

跡 ]機能を無効にします。これでクラッシュが解消したら、FinalCheckでサービスを

インストゥルメントし、アプリケーションを再実行して、初期化されていないメモリ

リファレンス、バッファ オーバーラン、およびダングリング ポインタを探します。

引き続きこの問題が発生する場合は、上記の代替方式を使用してサービスを変更する

ことを検討してください。
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サービスは正常に実行されるが、シャット ダウン時に突然終了する

サービス コントロール マネージャからシャット ダウン要求を受け取ったときのサー

ビスの応答時間が制限されています。アプリケーションのシャットダウン時には、

DevPartnerエラー検出によって、メモリ リーク、リソース リーク、およびインター

フェイス リークの検出や、割り当て済みのメモリ ブロックを再チェックすることに

よるメモリ オーバーランの検出などの数多くのチェックが実行されます。シャット

ダウン要求に応答するために指定されているdwWait値が小さすぎると、サービス コ
ントロール マネージャによってサービスが中止されます。この場合は、dwWait値を

大きくします。

引き続きこの問題が発生する場合は、上記の代替方式を使用してサービスを変更する

ことを検討してください。

テスト コンテナを使用してActiveXコントロールを分析する

DevPartnerエラー検出をVisual Studioに付属のテスト コンテナ ユーティリティと

組み合わせて使用して、ActiveXコントロール、およびテスト コンテナと共に使用で

きるその他のCOMオブジェクトを監視できます。

DevPartnerエラー検出をテスト コンテナと組み合わせて使用するには、以下の手順

を実行します。

1 DevPartnerエラー検出を実行します。

2 [ファイル ]>[開く ]を選択し、テスト コンテナを選択します。

Visual Studioを標準のディレクトリにインストールした場合、テスト コンテナ

は以下のいずれかの場所にあります。

C:¥Program Files¥Microsoft Visual Studio 8¥Common7¥Tools¥
TestCon32.exe

C:¥Program Files¥Microsoft Visual Studio 9¥Common7¥Tools¥
TestCon32.exe

3 [モジュールとファイル ]設定を呼び出します。

4 [TestCon32.exe]を選択解除します。

5 [モジュールの追加 ]をクリックします。

6 ActiveXまたはCOMコントロールを含むDLLをモジュールとファイルのリス

トに追加します。

7 コントロールに必要なその他のDLLを追加します。

8 アプリケーションを実行します。
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テスト コンテナ アプリケーションが起動したら、以下の手順を実行します。

1 ツールバーの [新規コントロール ]をクリックします。

2 表示されたリストからコントロールを追加します（Calendar Control 8.0など）。

3 ツールバーの [メソッドの起動 ]と [プロパティ ]ボタンを使用してコントロール

を操作します。

4 コントロールの実行を終了したら、テスト コンテナを終了します。

実行中、エラーが検出されるとDevPartnerエラー検出によってレポートされます。

テスト コンテナの終了時に、実行中にレポートされなかったメモリ、リソース、イン

ターフェイスのリークがDevPartnerエラー検出によってレポートされます。

一般的なテスト コンテナの問題

DevPartner エラー検出で TestCon32.exe のエラーがレポートされる

デフォルトで、DevPartnerエラー検出では、[モジュールとファイル ]または [シス

テム ディレクトリ ]を使用してDLLとEXEが明示的に除外されていないかぎり、実

行ファイル、およびプロセスに関連付けられたすべてのDLL内のエラーがレポート

されます。 DevPartnerエラー検出でTestCon32.exeのエラーがレポートされない

ようにするには、チェックするモジュールのリストから該当する実行可能ファイルを

除外します。

DevPartner エラー検出 COM コール レポーティングでオブジェクトへの
コールがログに記録されない

DevPartnerエラー検出では、認識対象として指定されたCOMインターフェイスの

メソッドのみが記録されます。 DevPartnerエラー検出にActiveXコントロールにつ

いて知らせるには、[COMコール レポーティング ]設定で、[選択したモジュールに

実装されたCOMメソッド コールのレポートを有効にする ]を選択して、メソッドの

ログ記録を有効にします。

DevPartner エラー検出からオブジェクトの COM インターフェイス リーク
がレポートされない

COMインターフェイス リーク情報を収集するには、[COMオブジェクトの追跡 ]の
設定で、[COMオブジェクトの追跡を有効にする ]を選択します。そして、監視する

COMクラスを選択します。

独自のオブジェクトを追跡するには、[COMオブジェクトの追跡 ]の設定のCOMク

ラスのリストから、該当するクラスだけを選択します。選択するクラスがわからない

場合は、[すべてのCOMクラス ]を選択します。
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COMを使用するアプリケーションを分析する

DevPartnerエラー検出では、COMコンポーネントを分析できます。 DevPartnerエ
ラー検出でCOMコンポーネントを分析するには、[コンポーネント サービス]のCOM
の設定を編集し、DevPartnerエラー検出をCOMコンポーネントのデバッガとして

設定する必要があります。

DevPartnerエラー検出をCOMコンポーネントのデバッガとして設定するには、以

下の手順を実行します。

1 [スタート ]>[設定 ]>[コントロール パネル ]>[管理ツール ]>[コンポーネント 
サービス ]の順に選択します。

2 [コンポーネント サービス ]ウィンドウのツリー コントロールを使用して、

[COMアプリケーション ]を開きます。

3 ツリー コントロールからコンポーネントを選択します。

4 コンポーネントを右クリックして、[プロパティ ]を選択します。

5 コンポーネントのプロパティ シートで、[詳細設定 ]タブをクリックします。

6 [詳細設定 ]タブで、[デバッガ内で実行する ]を選択します。

ヒント : dllhost.exeが

削除されるのを避けるに

は、[参照 ]をクリックする

のではなく、パスを切り

取って貼り付けるか、入力

します。

7 デバッガのパスを変更して、bc.exeを示します。 フル パスを入力します。 
DevPartnerエラー検出のインストール時にデフォルトのパスを選択した場合、

このパスは以下のようになります。

C:¥Program Files¥Compuware¥DevPartner 
Studio¥BoundsChecker¥bc.exe

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、DevPartnerエラー検出は以下の

場所にインストールされます。 ¥Program Files (x86)¥Compuware¥ 
DevPartner Studio¥BoundsChecker¥bc.exe. 

注意： デバッガのパスの最後からdllhost.exe /ProcessID:{…}を削除しな

いでください。

8 [OK]をクリックして変更を保存します。 

DevPartnerエラー検出をコンポーネントのデバッガとして設定したあと、以下の手

順を実行します。

1 以下のいずれかの方法で、コンポーネントを起動します。

�  コンポーネントを使用するアプリケーションを実行します。

�  [コンポーネント サービス ]を使用してアプリケーションを起動します。

� ツリー コントロールからコンポーネントを選択します。

� コンポーネントを右クリックして、[スタート ]を選択します。
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2 DevPartnerエラー検出の起動時に、使用する設定を選択し、エラー検出の実行

を開始します。

メモ： COMコンポーネントのエラーとイベントだけを表示するには、

DevPartnerエラー検出の [モジュールとファイル ]設定でモジュールの

リストからdllhost.exeとその他のDLLを削除します。

3 コンポーネントの実行を終了したら、コンポーネントをシャットダウンします。

以下の手順に従ってください。

a [コンポーネント サービス ]ウィンドウで、ツリー コントロールからコン

ポーネントを選択します。

b コンポーネントを右クリックして、[シャットダウン ]を選択します。

4 DevPartnerエラー検出によって、通常のプロセス終了時のエラー検出とリーク

検出が実行されます。

5 デバッグが終了したら、[デバッガ内で実行する ]チェック ボックスをオフにし

ます。 
a [コンポーネント サービス ]ウィンドウのツリー ビューでコンポーネントを

選択します。

b コンポーネントを右クリックして、[プロパティ ]を選択します。

c プロパティ シートの [詳細設定 ]タブをクリックして、[デバッガ内で実行

する ]をオフにします。

d [OK]をクリックします。

一般的なCOMの問題

DevPartner エラー検出で dllhost.exeのエラーがレポートされる

デフォルトで、DevPartnerエラー検出では、[モジュールとファイル ]または [シス

テム ディレクトリ ]を使用してDLLとEXEが明示的に除外されていないかぎり、実

行ファイル、およびプロセスに関連付けられたすべてのDLL内のエラーがレポート

されます。 DevPartnerエラー検出でdllhost.exeのエラーがレポートされないよ

うにするには、チェックするモジュールのリストから該当する実行可能ファイルを除

外します。

DevPartner エラー検出の COM コール レポーティングでコンポーネントへ
のコールがログに記録されない 

DevPartnerエラー検出では、認識できるインターフェイスのCOMメソッド コール

のみが記録されます。 [COMコール レポーティング ]設定で、[選択したモジュールに

実装されたCOMメソッド コールのレポートを有効にする ]を選択して、メソッドの

ログ記録を有効にします。
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DevPartner エラー検出でコンポーネントの COM インターフェイス リーク
がレポートされない

DevPartnerエラー検出では、[COMオブジェクトの追跡 ]設定で [COMオブジェクト

の追跡を有効にする ]を選択した場合にのみCOMインターフェイス リーク情報がレ

ポートされます。 また、監視対象のCOMクラスも指定する必要があります。

ユーザーのインターフェイスのみを追跡するには、[COMオブジェクトの追跡 ]設定の

COMクラスのリストを確認し、ユーザーのクラスを選択してその他をすべてクリアし

ます。選択するクラスがわからない場合は、[すべてのCOMクラス ]を選択します。

コンポーネントの実行を停止したあと、DevPartner エラー検出がハングし
たかのように長時間応答しない 

DevPartnerエラー検出は、dllhost.exeがタイム アウトし、プロセスを終了する

まで待機します。dllhost.exeが終了すると、DevPartnerエラー検出ではメモリ

リーク、リソース リーク、およびインターフェイス リークの最終的な検出が行われ

ます。

dllhost.exeがタイム アウトする前に終了するには、[コンポーネント サービス ]
ウィンドウでコンポーネントを見つけ、コンポーネントを右クリックして [シャット

ダウン ]を選択します。 

[ プロセスを待機 ] を使用して dllhost.exeをデバッグするには

dllhost.exeをデバッグする場合は、[プロセスを待機 ]を使用しないでください。

Windows 2000システムとWindows XPシステムで作成されるコンポーネントの数を

考慮すると、コンポーネント サービス デバッグ オプションを使用して、COMによっ

て提供されるサポートされているメカニズムを使用するほうが安全です。 

サポートされているメカニズムを使用しないと、その他のCOMコンポーネントが要

求された場合に予想外のシステム障害が発生することがあります。 dllhost.exeの
すべてのインスタンスをDevPartnerエラー検出に関連付けるため、コンポーネント

が正常に起動しない可能性があります。

IIS 5.0の ISAPIフィルタを分析する

DevPartnerエラー検出を使用して、IISプロセス内の ISAPIフィルタを分析できま

す。 DevPartnerエラー検出で ISAPIフィルタを分析するには、以下の手順を実行し

ます。

1 シンボルを使用し、最適化しないで（オプションでFinalCheckを使用）デバッ

グ構成がある ISAPIフィルタをビルドします。

2 Internet Information Server（IIS）サービスを停止します。
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3 inetinfo.exeのエラー検出を構成します。

a エラー検出アプリケーション（BC.EXE）でinetinfo.exeを開きます。

inetinfo.exeは以下の場所にあります。

%WINDIR%System32¥Inetsrv¥inetinfo.exe

b [オプション ]または [設定 ]の下の [モジュールとファイル ]を開いて、すべ

てのEXEとDLLをクリアします。

c [モジュールの追加 ]をクリックして、モジュールのリストに ISAPIフィル

タを追加します。

d 残りの設定を ISAPIフィルタに適した設定に更新します。

4 [アプリケーション保護 ]モードの [高（分離プロセス）]を使用するためにテス

トする ISAPI拡張機能が含まれる仮想ディレクトリを設定します。

a Internet Information Servicesマネージャを開きます。

b 仮想ディレクトリまで移動します。

c 右クリックして、[プロパティ ]を選択します。

d [仮想ディレクトリ ]タブの [アプリケーション保護 ]を [高（分離プロセス）]
に設定します。

5 [プログラム ]メニューから [プロセスを待機 ]を選択します。

エラー検出が、IISを使用するように初期化されて、IISの開始を待機します。

6 [サービス ]コントロール パネルから IIS Adminサービスを開始します。

7 IISサーバーへの一連のHTTP要求を生成し、ISAPIフィルタを実行します。

8 ISAPIフィルタの実行を終了したあと、サービス コントロール パネルを使用し

て IISサービスを停止します。

9 エラー検出によって、プロセス終了時のエラー検出とリーク検出が実行され

ます。

一般的な ISAPIフィルタの問題

ISAPIフィルタのデバッグに関連する一般的な問題の多くについては、すでにサービ

スの一般的な問題で説明しました。

以下の問題は、IISと ISAPIのフィルタのデバッグに固有のものです。

IIS が起動してすぐにハングする

DevPartnerエラー検出でサービスをデバッグするには、管理者権限が必要です。管理

者権限のないアカウントを使用すると、IISはハングするか、エラーの発生と同時に

終了します。
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DevPartner エラー検出ログに非常に多くの不要な情報が含まれている

[モジュールとファイル ]設定を使用して、inetinfo.exeおよび ISAPIフィルタ以

外のすべてのDLLを実行します。

inetinfo.exeを最初に実行するとき、DevPartnerエラー検出では、プロセスに動

的にロードされたすべてのDLLが自動的にモジュールとファイルのリストに追加さ

れます。 [モジュールとファイル ]設定ダイアログを使用して、不要なDLLをすべて

クリアします。 不要なDLLをリストから削除しないでください。リストから削除する

と、単純に再びリストに追加され、次回の実行中に有効になります。

デバッグ サービスと ISAPI のフィルタに関するその他の情報源

� IISと ISAPIのフィルタのデバッグ手法について説明している多数の優れた記事

をMSDNで参照できます。

� コンピュウェアのWebサイトでは多数のサポート技術情報を参照できます。

IIS を DevPartner エラー検出と対話的にデバッグするためのヒント

� 管理者権限でアカウントにログインする必要があります。

� この提案で問題が解決されない場合は、Microsoftテクニカル ノート 63：「ISAPI
アプリケーションのデバッグ」を確認してください。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bewb5yw3.aspx

IIS 6.0の ISAPIフィルタを分析する

IIS 6.0を以下のいずれかの方法で設定している場合、DevPartnerエラー検出を使用

して ISAPIフィルタを分析できます。

� IIS 5.0プロセス分離モード

� IIS 6.0デフォルト構成

ISAPIフィルタをDevPartnerエラー検出で分析するには、まず最適化しないで

（オプションでFinalCheckを使用）[デバッグ ]で ISAPIフィルタをビルドします。 
次に、使用している IIS構成の手順に従います。

IIS 5.0プロセス分離モード

IIS 6.0を IIS 5.0プロセス分離モード構成で実行する場合、DevPartnerエラー検出を

inetinfo.exe実行可能ファイルに対して実行します。

ISAPIフィルタを分析するには、以下の手順を実行します。

1 inetinfo.exeのエラー検出を構成します。

a エラー検出アプリケーション（BC.EXE）でinetinfo.exeを開きます。

inetinfo.exeは以下の場所にあります。

%WINDIR%System32¥Inetsrv¥inetinfo.exe
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b [オプション ]または [設定 ]の下の [モジュールとファイル ]を開いて、すべ

てのEXEとDLLをクリアします。

c [モジュールの追加 ]をクリックして、モジュールのリストに ISAPIフィル

タを追加します。

d 残りの設定を ISAPIフィルタに適した設定に更新します。

2 [アプリケーション保護 ]モードの [高（分離プロセス）]を使用するためにテス

トする ISAPI拡張機能が含まれる仮想ディレクトリを設定します。

a IIS Adminユーティリティを開きます。

b 仮想ディレクトリまで移動します。

c 右クリックして、[プロパティ ]を選択します。

d このダイアログ ボックスの [仮想ディレクトリ ]タブの [アプリケーション

保護 ]を [高（分離プロセス）]に設定します。

3 [コントロール パネル ]の [サービス ]ダイアログ ボックスを開きます。

4 [プログラム ]メニューから [プロセスを待機 ]を選択します。

エラー検出が、IISを使用するように初期化されて、IISの開始を待機します。

5 IIS AdminサービスとWorld Wide Web Publishingサービスを開始します。

DevPartnerエラー検出では、inetinfo.exeプロセスと ISAPIフィルタの監

視が自動的に開始されます。

6 Webサーバーへの一連のHTTP要求を生成し、ISAPIフィルタを実行します。 

7 ISAPIフィルタの実行を終了したあと、IISマネージャを使用して IISを停止し

ます。

[シャットダウン中 ]ダイアログ ボックスが開いたら、[今すぐ終了 ]をクリック

します。 これにより、inetinfo.exeプロセスが停止されます。 
メモ： DevPartnerエラー検出で [停止 ]ボタンをクリックすると、DevPartner

エラー検出とinetinfo.exeプロセスの両方が終了し、収集したデー

タが消失します。

8 エラー検出によって、プロセス終了時のエラー検出とリーク検出が実行され

ます。

IIS 6.0デフォルト構成

IIS 6.0をデフォルト構成モードで実行する場合、DevPartnerエラー検出を

W3WP.exe実行可能ファイルに対して実行します。

ISAPIフィルタを分析するには、以下の手順を実行します。

1 W3WP.exeのエラー検出を構成します。

a エラー検出アプリケーション（BC.EXE）でW3WP.exeを開きます。

W3WP.exeは以下の場所にあります。

%WINDIR%System32¥Inetsrv¥W3WP.exe
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b [オプション ]または [設定 ]の下の [モジュールとファイル ]を開いて、すべ

てのEXEとDLLをクリアします。

c [モジュールの追加 ]をクリックして、モジュールのリストに ISAPIフィル

タを追加します。

d 残りの設定を ISAPIフィルタに適した設定に更新します。

2 テスト対象の ISAPI拡張機能を含む仮想ディレクトリに対し、

MSSharePointAppPoolを使用するように設定します。

a Internet Information Server（IIS）マネージャを開きます。

b 仮想ディレクトリまで移動します。

c 右クリックして、[プロパティ ]を選択します。

d [仮想ディレクトリ ]タブの [アプリケーション プール ]を
MSSharePointAppPoolに設定します。

3 [プログラム ]メニューから [プロセスを待機 ]を選択します。

エラー検出が、IISを使用するように初期化されて、IISの開始を待機します。

4 IIS AdminサービスとWorld Wide Web Publishingサービスを開始します。

エラー検出では、W3WP.exeプロセスと ISAPIフィルタの監視が自動的に開始

されます。

5 Webサーバーへの一連のHTTP要求を生成し、ISAPIフィルタを実行します。 

6 ISAPIフィルタの実行を終了したあと、IISマネージャを使用して IISを停止し

ます。

[シャットダウン中 ]ダイアログ ボックスが開いたら、[今すぐ終了 ]をクリック

します。 これにより、W3WP.exeプロセスが停止されます。

メモ： DevPartnerエラー検出で [停止 ]ボタンをクリックすると、エラー検出と

W3WP.exeプロセスの両方が終了し、収集したデータが消失します。

7 エラー検出によって、プロセス終了時のエラー検出とリーク検出が実行され

ます。

一般的な IIS 6.0 ISAPIフィルタの問題

IIS 5.0一般的な ISAPIフィルタの問題のセクションのすべての項目が当てはまりま

す。 いくつかの例では、inetinfo.exeをW3WP.exeに置き換える必要があります。

「一般的な ISAPIフィルタの問題」（43ページ）を参照してください。

以下の新しい問題は IIS 6.0に当てはまります。

� Microsoftでは、IIS 6.0のデフォルト構成をより安全なものに再設計しました。 こ
の変更の一部として、ISAPI拡張機能がデフォルトで無効に設定されるようにな

りました。 ISAPI拡張機能をデバッグするには、IIS管理ツールの [Webサービス

拡張 ]タブを開いて、不明な ISAPI拡張機能を有効にするように IISを変更して

ください。
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�  IISマネージャ ツールを使用して、IISの起動、停止、再起動を行います。 これら

の操作を実行するには、ツリーで<MachineName>ノードを右クリックし、All
Tasks->Restart IISを選択します。 これによってダイアログ ボックスが開き、そ

こから IISの起動と停止を制御できます。

� 最良の結果を得るには、IISを監視する前にAPIコール ログなどのログ機能をオ

フにします。 ログ機能をオンにすると、DevPartnerエラー検出では非常に大き

いログ（.DPBcl）ファイルが作成されるため、IISサーバーのパフォーマンスに

影響を与えます。

メモ：全般ダイアログの [イベントをログに記録 ]をオフにしないでください。 
[イベントをログに記録 ]が無効になっているかぎり、エラー検出では何

もレポートされません。 この機能は、メニュー バー ボタンからイベント 
ログを明確に有効にするまですべてのレポートを抑制する場合にのみ使

用します。

よく寄せられる質問（FAQ）

DevPartnerエラー検出のActiveCheckとFinalCheckまたはテクノロジの違い

DevPartnerエラー検出には、以下の2つの操作モードがあります。

� ActiveCheck－このモードでは、DevPartnerエラー検出は32ビットWindowsプ
ログラムで動作し、オペレーティング システムとCランタイム ライブラリへの

すべてのコールをインターセプトして、メモリ リーク、リソース リーク、およ

び無効な（または解放された）関数に渡されたポインタの使用を探します。

� FinalCheck－このモードでは、DevPartnerエラー検出FinalCheckインストゥル

メンテーション ロジックを使用してCまたはC++プログラムを再コンパイルす

る必要があります。 FinalCheckを使用してビルドするには、[DevPartner]>[ネ
イティブC/C++インストゥルメンテーション マネージャ ]をクリックします。

FinalCheckインストゥルメンテーションでは、DevPartnerエラー検出ですべ

てのポインタのフェッチ、保存、またはインストゥルメントするモジュール内

での間接的な発生を監視できます。DevPartnerエラー検出では範囲に出入りす

る変数も監視できます。
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注意： 評価順序が正しく定義されていないコードをインストゥルメントすると、

不正なデータ、ハング、クラッシュなどの予期しない結果が生じることが

あります。

「CとC++では基本的に、変数への書き込みもしている1つの式の中で変数

を2回読んだ結果は未定義です」-Bjarne Stroustrup

C/C++標準では、オブジェクトへの値の格納など、「副作用」がある場合の

評価順が明確に定義されていません。たとえば、以下のステートメントの

評価順序はあいまいです。 i = ++i + 2;

このステートメントには、変数 iに値を保存する部分が2か所ありますが、

この言語ではそれらの実行順序が定義されていません。このようなコード

をインストゥルメントした場合は、評価順序が固定ではないため、結果が

予測できない可能性があります。

FinalCheckモードで実行する場合も、すべてのActiveCheck分析は拡張FinalCheck
分析と共に実行されることに注意してください。

FinalCheckは、ダングリング ポインタ、二重解放、ポインタ オーバーラン、未初期

化メモリ エラー、割り当てられていないメモリへの読み取り／書き込みの検出に特化

しています。

コール バリデーションを有効にするタイミング

コール バリデーションを有効にすると、DevPartnerエラー検出によってプログラム

のより多くのメモリ エラーとポインタ エラーが検出されます。 検出されるイベント

が大量になる可能性があるため、この機能はデフォルトでオフになっています。

[ コール バリデーション ] で [ メモリ ブロック チェックを有効にする ] 機能
を選択した場合の DevPartner エラー検出の動作

[ メモリ ブロック チェックを有効にする ]（デフォルトでは無効）を選択すると、

DevPartnerエラー検出ではより詳細なActiveCheck分析が実行されます。 この機能

によってDevPartnerエラー検出の実行速度が20%遅くなる場合があることに注意し

てください。
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[ メモリの追跡 ] の DevPartner エラー検出 [ 保護バイト ] 設定の使用方法

[メモリの追跡 ]設定の [保護バイト ]設定を変更するには、まず [保護バイトを有効に

する ]がオンになっていることを確認します。

[回数 ]を4から8や16の大きい値に増やします。

保護バイトの数を多くすると、ヒープ ブロック間の間隔が広くなり、DevPartner
エラー検出でオーバーランを監視するためのブロック間の領域が提供されます。

[実行時のヒープ ブロック チェック ]の設定を [適応分析の使用 ]または [すべての

メモリAPIコール時 ]に変更します。

このオプションでは、メモリ機能を呼び出すたびにDevPartnerエラー検出で各ヒー

プ ブロックを検証するように指定します。 これによりプログラムの実行速度は非常

に遅くなりますが、ヒープ破壊がプログラムの限定的な領域に分離されるため、追跡

が容易になります。
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第4章

ユーザーが作成したアロケータの使用
� 概要

� 必要な情報を収集する

� UserAllocators.datでエントリを作成する

� UserAllocatorフック要求をコーディングする

� UserAllocatorフックをデバッグする

� UserAllocators.datでエラーを診断する方法

この章では、ユーザー作成のメモリ アロケータを実装する方法について説明します。

概要

DevPartnerエラー検出では、ユーザー作成のメモリ アロケータに対するメモリ分析

を実行できます。これを行うには、メモリ アロケータの記述をUserAllocators.dat

という名前のテキスト ファイルに追加します。このファイルは、DevPartnerエラー

検出インストールのdataサブディレクトリにインストールされています。ユーザー

作成のアロケータをこのファイルに追加すると、DevPartnerエラー検出によって、

オペレーティング システムで提供されるメモリ割り当てルーチンと同様に、アロケー

タが処理されます。DevPartnerエラー検出によって、UserAllocators.dat内に記

述されたユーザー作成のアロケータが原因で発生したリークが検出された場合は、そ

のユーザー作成のアロケータ内の低水準アロケータではなく、ユーザー作成のアロ

ケータ自体が [検出されたプログラム エラー ]ダイアログ ボックスに表示されます。
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必要な情報を収集する

ユーザー作成のアロケータをUserAllocators.datに追加する前に、以下の情報を

収集する必要があります。

1 ユーザー作成のアロケータの割り当て関数、解放関数、再割り当て関数、および

サイズ関数の正確な名前。

2 ユーザー作成のメモリ アロケータが静的にリンクされているか、または別のモ

ジュール（DLL）で提供されているかを確認します。

3 ユーザー作成のアロケータを含むモジュール（DLL）の名前。

4 ルーチンに対するパラメータを調べて、ブロックのサイズ、およびメモリ ブ
ロックに関連付けられたポインタが渡されるか、呼び出し側に返されるかを確

認します。

5 解放されたブロックにデータを格納する割り当て、またはユーザー作成のアロ

ケータでメモリをゼロにするなどの、アロケータにおける特殊な前提。

ユーザーが作成したアロケータの名前を検索する

UserAllocators.datにレコードを追加するには、割り当て関数、解放関数、再割

り当て関数、およびサイズ関数の正確な名前を入力する必要があります。

ルーチンの名前を検索するには、以下の手順を実行します。

1 以下の関数の名前を確認します。

� 割り当て関数（malloc、calloc、newなど）

� 解放関数（freeまたはdelete）

� 再割り当て関数（reallocやrecallocなど）

� メモリ ブロック サイズ関数（_msize）など

2 考慮する状況として、以下の2つの基本的なケースがあります。

�  定義している関数を含むモジュールのシンボル（pdbファイル）があります。

pdbファイルを使用できる場合は、内部シンボルを使用できます。 短縮また

は展開された関数名を検索するには、モジュールのコンパイル時にリンカ／

デバッガ オプションを使用して、マップ ファイルを作成します。 次に、マッ

プ ファイルのPublics by Valueセクションを調べて、関数の名前を確認し

ます。 この方法では、userAllocator関数定義にStaticキーワードが必須と

なります。

�  シンボルがない、またはシンボルが無効です。

pdbファイルを使用できない場合は、Visual Studioのコマンド プロンプト

でdumpbin /exports yourlibrary.dllと入力します。 出力に表示され

た関数名を使用します。
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割り当て関数の名前は、使用される呼び出しルールと言語の選択によって、短縮され

ている場合と短縮されていない場合があります。 C++を使用している場合、通常、名

前は短縮されます。 以下の小さいC++プログラムについて検討してください。

#include <malloc.h>
#include <memory.h>

class SampleClass
{
public:

SampleClass(){}
void *operator new( size_t stAllocateBlock );
void operator delete( void * pBlock);

};
void *SampleClass::operator new( size_t stAllocateBlock )
{

void *pvTemp = malloc( stAllocateBlock );
if( pvTemp != 0 )

memset( pvTemp, 0, stAllocateBlock );
return pvTemp;

}
void SampleClass::operator delete(void * pBlock)
{

free(pBlock);
return;

}
int main(int argc, char * argv[])
{

SampleClass *pClass = new SampleClass;
return 0;

}

アプリケーションをビルドする前に、Visual Studio の [ プロジェクト ] 設定で

Generateマップ ファイルを選択します。 アプリケーションをビルドしたら、マップ

ファイルを開き、new演算子とdelete演算子のメソッドを検索します。 メソッドは以

下のようなものです。

global operator new: ??2SampleClass@@SAPAXI@Z

global operator delete: ??3SampleClass@@SAXPAX@Z
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これらの演算子は、UserAllocators.datに以下のように記述できます。

Allocator

Module=myModule

Function=??2SampleClass@@SAPAXI@Z

MemoryType=MEM_CUSTOM1

NumParams=1

Size=1

NoFill Static Debug

Deallocator

Module=myModule

Function=??3SampleClass@@SAXPAX@Z

MemoryType=MEM_CUSTOM1

NumParams=1

Address=1

Static Debug

ユーザー作成のアロケータによるメモリに関する特殊な前提

通常、DevPartnerエラー検出では、ユーザー プログラムにポインタを返す前に、割

り当てられたメモリに充てんパターンがフィルされ、メモリのブロックが解放された

あと、そのブロックに無効データがフィルされます。

メモリ アロケータによってブロックが特殊なデータで初期化される場合は、ブロック

を上書きしてデータを失うことがないように、NOFILLフラグを使用する必要があり

ます。

メモリ アロケータで、ブロックが解放されたあとにそのブロックから読み取りできる

ことが前提となっている場合は、NOPOISONフラグを使用する必要があります。 「無

効データのフィル」が発生しないようにする理由には、以下のようなさまざまなもの

があります。

� 割り当てステータスを追跡する、別の解放されたブロックにリンクする、などの

目的で、メモリ アロケータによってデータが解放されたブロックに保存される。

� アプリケーションで、解放されたブロックは再割り当てされるまで引き続き参照

可能であるとみなされている。 解放されたブロックを参照し続けるのは危険です

が、解放されたブロックを参照する多くのアプリケーションが現在も使用されて

います。
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UserAllocators.datでエントリを作成する

「必要な情報を収集する」（52ページ）で説明した情報を収集したら、

UserAllocators.datでアロケータを記述できます。

関数を記述するには、関数ごとに1つのレコードをファイル内に作成します。 各レ

コードは以下の形式に従います。

Record_Type Parameter_1 Parameter_2 Etc...

Record_Typeは、作成している関数のタイプを示します。 あとに続くパラメータでは、

アロケータ関数についての詳細情報を提供します。

レコードを作成する場合、各フィールドを1つまたは複数のスペースかタブ文字で区

切ります。 レコードは複数行にわたって記述できます。

表4-1に、現在定義されているレコード タイプを示します。

モジュール

各UserAllocatorレコード タイプで、記述されている関数を含むモジュールを指定す

る必要があります。 以下の3種類のモジュールを記述できます。

表 4-1. レコード タイプ

レコード タイプ 説明

Allocator メモリを割り当てる関数。

Deallocator メモリを解放する関数。

QuerySize 以前アロケータ関数によって割り当てられた特定のメモリ ブ
ロックのサイズをクエリできる関数。

Reallocator 以前アロケータ関数によって割り当てられたメモリ ブロック

のサイズを調整できる関数。

リアロケータ関数では、メモリの同じブロックが返される場

合と返されない場合があることに注意してください。

Ignore DevPartnerエラー検出で無視する（メモリを追跡しない）

アロケータ関数またはリアロケータ関数。

表 4-2. モジュール タイプ

モジュール タイプ 説明

名前付きモジュール ユーザー割り当て関数またはメソッド（foo.dllなど）を

含む、明示的に名前が付けられたモジュール（DLL）。

メモ：モジュール名では、ワイルドカードは使用できません。
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静的にリンクされた

ユーザー アロケータ

ユーザー割り当て関数またはメソッドを含む、明示的に名前

が付けられたモジュール（DLLまたは実行ファイル）。 ただし、

この場合、関数またはメソッドは元はライブラリ（.libファイ

ル）の一部でした。 モジュールにリンクすると、カスタマ 
コードで関数やメソッドを参照できますが、これらの関数や

メソッドは外部からは見えません。 モジュールのデバッグ シ
ンボルを指定し、オプションのSTATICキーワードを使用し

て、デバッグ シンボル内の関数やメソッドを検索するように

DevPartnerエラー検出を変更します。

メモ：レコードのオプションのパラメータにSTATICキーワー

ドを含めない場合、DevPartnerエラー検出によってユーザー

作成の割り当て関数やメソッドが正しく監視されません。

*CRT これは、アプリケーションで関数が見つかった場合は常に

参照できる特殊なケースです。

メモ：*CRTの *はワイルドカード文字ではありません。

*CRTは、以下の3つのケースを対象とします。

• Microsoft Cランタイム ライブラリ

• 静的にリンクされたCランタイム ライブラリ

• ユーザーがパッチしているすべてのものと同じ短縮名を

持つすべてのユーザー関数（global operator new
など）

表 4-2. モジュール タイプ （続き）

モジュール タイプ 説明
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アロケータ レコード

アロケータ レコードを作成して、メモリを割り当てる関数を記述します。以下の形式

に従います。

Allocator Module=module_name Function=func_name 
MemoryType=mem_type NumParams=param_num Size=size_value 
[Count=count_num] [BufferLoc=buffer_loc] [Optional 
Parameters]

メモ：デフォルトで、指定された関数の戻り値は、割り当てられたブロックの

アドレスになります。BufferLocパラメータを指定すると、この動作を変

更して、割り当てられたブロックのアドレスがパラメータに返されるよ

うに指定できます。（UserAllocators.dat内の

MAPIAllocateBufferを参照してください）。

DevPartnerエラー検出では、割り当てられたブロックのアドレスが見つ

かると予想した場所がコール後にNULLである場合（戻り値または

BufferLocで指定されたパラメータの値）、割り当ては失敗したとみな

されます。

表 4-3. アロケータ レコード パラメータ

パラメータ 説明

Allocator レコードの最初のパラメータはAllocatorという単語にし

て、割り当てルーチンを記述していることを示す必要があり

ます。

module_name ユーザー作成のアロケータを含むモジュール（実行ファイル

またはDLL）の名前。

メモ：モジュール名では、ワイルドカードは使用できません。

func_name ユーザー作成のアロケータ内のメモリのブロックを割り当て

る関数の名前。C++を使用している場合は、関数の「短縮」

名にする必要があります。

このパラメータでは、大文字と小文字が区別されます。
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mem_type このパラメータは、割り当てるメモリの種類を記述する場合

に使用します。現在のDevPartnerエラー検出では、以下のメ

モリの種類が定義されています。

• MEM_MALLOC
malloc、calloc、strdupなどのルーチンから返されるメモリ

のブロック。この種類のメモリは、Cランタイム ライブラ

リ解放ルーチンのようなルーチンを使用して解放されます。

• MEM_NEW
new演算子から返され、delete演算子によって解放される

メモリのブロック。

• MEM_CUSTOM1～MEM_CUSTOM9
特定のデアロケータと組み合わせる必要のあるメモリのブ

ロック。この種類を使えば、開発者は、上述した標準メモ

リ アロケータに影響を及ぼさない独自のカスタム メモリ 
アロケータを宣言することができます。

DevPartnerエラー検出では、特定のメモリの種類で割り当て

られたメモリのブロックが同じ種類の関数で解放されるかど

うかが検証されます。種類が一致しない場合、DevPartnerエ
ラー検出では、実行時にメモリ競合エラーが表示されます。

param_num 関数に渡されるパラメータの数。 この値は1～32にする必要

があります。

ユーザー作成のアロケータ関数の記述に使用するパラメータ

の数を指定します。正しい数を指定しなかった場合は、予期

せぬ結果が生じる可能性があります。

size_value 割り当てるブロックのサイズを含むパラメータの番号。最初

のパラメータの番号は1です。

count_num このオプション パラメータは、sizeパラメータと countパラ

メータを受け取る callocのような関数の記述に使用します。

割り当てるサイズに必要なブロック数を指定します。このパ

ラメータを省略した場合は、1とみなされます。

buffer_loc 割り当てるブロックのアドレスを保持するアドレスを含むパ

ラメータの番号。最初のパラメータの番号は1です。

表 4-3. アロケータ レコード パラメータ （続き）

パラメータ 説明
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[Optional Parameters] レコードの最後に、以下のオプションのパラメータを指定で

きます。

• DEBUG
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、フックについての詳細情報が表示されます。出力ウィ

ンドウ（またはdbgview）に、フックを設定しようとして

発生したエラーに関する情報が表示されます。また、通知

情報ペインに、フックが成功した関数やフックされた関数

が呼び出された回数などの各フックに関する統計値が表示

されます。

• NODISPLAY
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、要求された各フックの詳細情報が通知情報ペインの上

部に表示されません。

• NOFILL
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、返されたバッファがDevPartnerエラー検出の「fill」文

字列でフィルされません。

メモ：callocのように、ユーザー作成のアロケータによっ

てブロックがデータで初期化される場合には、NOFILLを

指定してデータが破損されないようにします。

• NOGUARD
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、この割り当て関数によって作成されたブロックの最後

に保護バイトが追加されません。

• STATIC
DevPartnerエラー検出によって、ユーザー作成のアロケー

タが静的にパッチされます。ユーザー作成のアロケータを

アプリケーションにリンクして、インターフェイスをエク

スポートした別のDLLの中で使用しない場合は、staticオ
プションを指定します。

表 4-3. アロケータ レコード パラメータ （続き）

パラメータ 説明
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アロケータ レコードのサンプル

以下は、仮定のアロケータ レコード関数の例です。

例1 この例では、関数mallocXXは、MyAlloc.dllというライブラリにあります。この関

数は、最初のパラメータでサイズを渡される1つのパラメータを含むmallocタイプの

演算子であると想定されます。DevPartnerエラー検出では、アプリケーション プロ

グラムに返す前にメモリ ブロックをフィルできません。 すべてのMEM_MALLOCタイ

プの関数は、この関数によって割り当てられたブロックを解放できます。

Allocator Module=MyAlloc.dll Funtion=mallocXX 
MemoryType=MEM_MALLOC NumParams=1 Size=1 NOFILL

例2 この例は、Microsoft iostreamコードのカスタム グローバル演算子newの追跡に使

用されるファイルのものです。 この関数はCランタイム ライブラリにあることに注

意してください。 レコードではモジュール名として *CRTが指定されます。このため、

DevPartnerエラー検出では、関数がMicrosoft CまたはC++ランタイム ライブラリ

のいずれかにあると想定されます。 

この関数には、サイズが最初のパラメータに保存された4つのパラメータがあります。

DevPartnerエラー検出では、メモリを要求するプログラムに返す前にブロックを

フィルできます。

Allocator Module=*CRT Function=??2@YAPAXIHPBDH@Z 
MemoryType=MEM_NEW NumParams=4 Size=1

例3 この例は、サイズを最初のパラメータで渡される1つのパラメータがある

CustomAllocXXという関数を示しています。 

DevPartnerエラー検出では、アプリケーション プログラムに返す前にバッファを

フィルできません。 このレコードでは、MemoryTypeとしてMEM_CUSTOM1が指定さ

れていることに注意してください。DevPartnerエラー検出では、この関数で割り当

てられたメモリが、同じMEM_CUSTOM1タイプのルーチンによって解放されるかどう

かが検証されます。 別の解放ルーチンを使用すると、メモリの解放後に割り当て競合

メッセージが生成されます。

Allocator Module=foo.dll Function=CustomAllocXX 
MemoryType=MEM_CUSTOM1 NumParams=1 Size=1 NOFILL

例4 この例では、MyAllocという関数が .LIBファイルとしてビルドされ、DataStore.dll
というデータ収集コンポーネントに静的にリンクされます。MyAllocには4つのパラ

メータがあります。 最初のパラメータはデータ レコードのサイズ、2番めのパラメー

タは1つのブロックで割り当てられるレコードの数です。 3番めのパラメータは、割

り当てるブロックのアドレスを保持する場所のアドレスを含みます。 アプリケーショ

ンから取得されたメモリはあらかじめ初期化されているため、DevPartnerエラー検

出では、ブロックをフィルできません。

Allocator Module=DataStore.dll Function=MyAlloc BufferLoc=3
MemoryType=MEM_MALLOC NumParams=4 Size=1 Count=2 

NOFILL STATIC

メモ：関数名がDLLからエクスポートされていない場合は、STATICを指定す

る必要があります。
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デアロケータ レコード

デアロケータ レコードを作成して、メモリを解放する関数を記述します。以下の形式

に従います。

Deallocator Module=module_name Function=func_name 
MemoryType=mem_type NumParams=param_num 
Address=address_value [Optional Parameters]

表 4-4. デアロケータ レコード パラメータ

パラメータ 説明

Deallocator レコードの最初のパラメータはDeallocatorという単語にし

て、解放ルーチンを記述していることを示す必要があります。

module_name ユーザー作成のアロケータを含むモジュール（実行ファイル

またはDLL）の名前。

メモ：モジュール名では、ワイルドカードは使用できません。

func_name ユーザー作成のアロケータ内のメモリのブロックを解放する

関数の名前。C++を使用している場合は、関数の「短縮」名

にする必要があります。

このパラメータでは、大文字と小文字が区別されます。

mem_type このパラメータは、解放されるメモリの種類を記述するメカ

ニズムを提供します。現在のDevPartnerエラー検出では、以

下のメモリの種類が定義されています。

• MEM_MALLOC
malloc、calloc、strdupなどのルーチンから返されるメモリ

のブロックを記述します。この種類のメモリは、Cランタ

イム ライブラリ解放ルーチンのようなルーチンを使用して

解放されます。

• MEM_NEW
new演算子から返され、delete演算子によって解放される

メモリのブロックを記述します。

• MEM_CUSTOM1～MEM_CUSTOM9
特定のデアロケータと組み合わせる必要のあるメモリのブ

ロックを記述します。この種類を使えば、開発者は、上述

した標準メモリ アロケータに影響を及ぼさない独自のカス

タム メモリ アロケータを宣言することができます。

DevPartnerエラー検出では、特定のメモリの種類で割り当て

られたメモリのブロックが同じ種類の関数で解放されるかど

うかが検証されます。 種類が一致しない場合、DevPartnerエ
ラー検出では、実行時にメモリ競合エラーが表示されます。

param_num 関数に渡されるパラメータの数。 この値は1～32にする必要

があります。

ユーザー作成のアロケータ関数の記述に使用するパラメータ

の数を指定します。正しい数を指定しなかった場合は、予期

せぬ結果が生じる可能性があります。
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DevPartnerエラー検出では、解放関数からの戻り値はチェックされません。

address_value 解放されるブロックへのポインタを含むパラメータの番号。

最初のパラメータの番号は1です。

[Optional Parameters] レコードの最後に、以下のオプションのパラメータを指定で

きます。

• DEBUG
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、フックについての詳細情報が表示されます。出力ウィ

ンドウ（またはdbgview）に、フックを設定しようとして

発生したエラーに関する情報が表示されます。また、通知

情報ペインに、フックが成功した関数やフックされた関数

が呼び出された回数などの各フックに関する統計値が表示

されます。

• NODISPLAY
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、要求された各フックの詳細情報が通知情報ペインの上

部に表示されません。

• NOPOSION
NOPOISONを指定した場合は、メモリ ブロックが解放さ

れてもDevPartnerエラー検出による無効データの上書きが

行われません。

ユーザー作成のアロケータによって、解放済みのブロック

にデータが保存される場合、または、アプリケーションに

よって、解放済みのブロック内のデータが引き続き使用さ

れる場合は、NOPOSIONを指定してデータの破損を回避

します。

• STATIC
DevPartnerエラー検出によって、ユーザー作成のアロケー

タが静的にパッチされます。ユーザー作成のアロケータを

アプリケーションにリンクして、インターフェイスをエク

スポートした別のDLLの中で使用しない場合は、staticオ
プションを指定します。

表 4-4. デアロケータ レコード パラメータ （続き）

パラメータ 説明
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デアロケータ レコードのサンプル

以下は、仮定のデアロケータ レコードの例です。

例1 この例では、freeXXという関数がMyAlloc.dllというライブラリにあります。この関

数には、解放されるブロックへのポインタが最初のパラメータで渡される1つのパラ

メータがあります。DevPartnerエラー検出では、アプリケーション プログラムに返

す前にメモリに無効データをフィルできません。

Deallocator Module=MyAlloc.dll Function=freeXX 
MemoryType=MEM_MALLOC NumParams=1 Address=1 NOPOISON

例2 この例は、foo.dll内のMyFreeという関数を示しています。 この関数には、解放さ

れるブロックへのポインタが最初のパラメータで渡される1つのパラメータがありま

す。DevPartnerエラー検出では、アプリケーション プログラムに返す前にメモリに

無効データをフィルする必要があります。 ブロックが解放されると、DevPartnerエ
ラー検出では、ブロックがMEM_CUSTOM1タイプのアロケータによって割り当てられ

たかどうかが検証されます。 ブロックがこのグループからのものでない場合、エラー

が生成されます。

Deallocator Module=foo.dll Funtion=MyFree 
MemoryType=MEM_CUSTOM1 NumParams=1 Address=1

例3 この例では、MyFreeという関数が .LIBファイルとしてビルドされ、DataStore.dllと
いうデータ収集コンポーネントに静的にリンクされます。MyFreeには3つのパラメー

タがあります。 最初と最後のパラメータは、DevPartnerエラー検出には関係ありま

せん。 2番めのパラメータには、解放されるアドレスが含まれています。 また、プライ

ベート解放ルーチンでは、ブロックが解放されると、解放されたブロックにプライ

ベート情報が保持されます。

Deallocator Module=DataStore.dll Function=MyFree 
MemoryType=MEM_MALLOC NumParams=3 Address=2 NOPOISON

STATIC

メモ：関数名がDLLからエクスポートされていない場合は、STATICを指定し

ます。 
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QuerySize レコード

QuerySizeレコードを作成して、割り当てられたメモリのブロックのサイズを返す関

数を記述します。以下の形式に従います。

QuerySize Module=module_name Function=func_name 
MemoryType=mem_type NumParams=param_num 
Address=address_value [Optional Parameters]

メモ：ユーザー定義のアロケータのQuerySizeレコードを省略すると、

DevPartnerエラー検出によって、その関数の誤ったブロック サイズが返

されます。

表 4-5. QuerySize レコード

パラメータ 説明

QuerySize レコードの最初のパラメータはQuerySizeという単語にして、

サイズ ルーチンを記述していることを示す必要があります。

module_name ユーザー作成のアロケータを含むモジュール（実行ファイル

またはDLL）の名前。

メモ：モジュール名では、ワイルドカードは使用できません。

func_name ユーザー作成のアロケータ内の割り当てられたメモリのブ

ロックのサイズを返す関数の名前。C++を使用している場合

は、関数の「短縮」名にする必要があります。

このパラメータでは、大文字と小文字が区別されます。

mem_type このパラメータは、クエリされるメモリの種類を記述するメ

カニズムを提供します。現在のDevPartnerエラー検出では、

以下のメモリの種類が定義されています。

• MEM_MALLOC
malloc、calloc、strdupなどのルーチンから返されるメモリ

のブロックを記述します。この種類のメモリは、Cランタ

イム ライブラリ解放ルーチンのようなルーチンを使用して

解放されます。

• MEM_NEW
new演算子から返され、delete演算子によって解放される

メモリのブロックを記述します。

• MEM_CUSTOM1～MEM_CUSTOM9
特定のデアロケータと組み合わせる必要のあるメモリのブ

ロックを記述します。この種類を使えば、開発者は、上述

した標準メモリ アロケータに影響を及ぼさない独自のカス

タム メモリ アロケータを宣言することができます。

DevPartnerエラー検出では、特定のメモリの種類で割り当て

られたメモリのブロックが同じ種類の関数で解放されるかど

うかが検証されます。 種類が一致しない場合、DevPartnerエ
ラー検出では、実行時にメモリ競合エラーが表示されます。
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この関数からの戻り値として、size_tでブロックのサイズが提供されるとみなされ

ます。

QuerySize レコードのサンプル

以下は、仮定のQuerySizeレコードの例です。

例1 この例では、MySizeという関数がfoo.dllというライブラリにあります。 この関数

には、ブロックへのポインタが最初のパラメータでクエリされる1つのパラメータが

あります。

QuerySize Module=foo.dll Function=MySize 
MemoryType=Mem_Custom1 NumParams=1

Address=1

param_num 関数に渡されるパラメータの数。 この値は1～32にする必要

があります。

ユーザー作成のアロケータ関数の記述に使用するパラメータ

の数を指定します。正しい数を指定しなかった場合は、予期

せぬ結果が生じる可能性があります。

address_value クエリされるブロックへのポインタを含むパラメータの番号。

最初のパラメータの番号は1です。

[Optional Parameters] レコードの最後に、以下のオプションのパラメータを指定で

きます。

• DEBUG
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、フックについての詳細情報が表示されます。出力ウィ

ンドウ（またはdbgview）に、フックを設定しようとして

発生したエラーに関する情報が表示されます。また、通知

情報ペインに、フックが成功した関数やフックされた関数

が呼び出された回数などの各フックに関する統計値が表示

されます。

• NODISPLAY
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、要求された各フックの詳細情報が通知情報ペインの上

部に表示されません。

• STATIC
DevPartnerエラー検出によって、ユーザー作成のアロケー

タが静的にパッチされます。ユーザー作成のアロケータを

アプリケーションにリンクして、インターフェイスをエク

スポートした別のDLLの中で使用しない場合は、staticオ
プションを指定します。

表 4-5. QuerySize レコード （続き）

パラメータ 説明
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例2 この例では、MySize関数がDataStore.dllというデータ収集コンポーネントに静的に

リンクされます。MySize関数には2つの関数があり、クエリされるアドレスは最初

のパラメータで渡されます。

QuerySize Module=DataStore.dll Function=MySize 
MemoryType=MEM_NEW NumParams=2

Address=1 STATIC

メモ：関数名がDLLからエクスポートされていない場合は、STATICを指定し

ます。 

リアロケータ レコード

リアロケータ レコードを作成して、メモリを再割り当てする関数を記述します。以下

の形式に従います。

Reallocator Module=module_name Function=func_name 
MemoryType=mem_type NumParams=param_num 
Address=address_value Size=size_value 
[Count=count_num] [BufferLoc=buffer_loc] [Optional 
Parameters]

メモ：デフォルトで、指定された関数の戻り値は、割り当てられたブロックの

アドレスになります。BufferLocパラメータを指定すると、この動作を変

更して、割り当てられたブロックのアドレスがパラメータに返されるよ

うに指定できます（UserAllocators.datファイル内の

MAPIAllocateBufferを参照してください）。

表 4-6. リアロケータ レコード パラメータ

パラメータ 説明

Reallocator レコードの最初のパラメータはReallocatorという単語にし

て、再割り当てルーチンを記述していることを示す必要があ

ります。

module_name ユーザー作成のアロケータを含むモジュール（実行ファイル

またはDLL）の名前。

メモ：モジュール名では、ワイルドカードは使用できません。

func_name ユーザー作成のアロケータ内のメモリのブロックを再割り当

てする関数の名前。C++を使用している場合は、関数の「短

縮」名にする必要があります。

このパラメータでは、大文字と小文字が区別されます。
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mem_type このパラメータは、再割り当てされるメモリの種類を記述す

るメカニズムを提供します。現在のDevPartnerエラー検出で

は、以下のメモリの種類が定義されています。

• MEM_MALLOC
malloc、calloc、strdupなどのルーチンから返されるメモリ

のブロックを記述します。この種類のメモリは、Cランタ

イム ライブラリ解放ルーチンのようなルーチンを使用して

解放されます。

• MEM_NEW
new演算子から返され、delete演算子によって解放される

メモリのブロックを記述します。

• MEM_CUSTOM1～MEM_CUSTOM9
特定のデアロケータと組み合わせる必要のあるメモリのブ

ロックを記述します。この種類を使えば、開発者は、上述

した標準メモリ アロケータに影響を及ぼさない独自のカス

タム メモリ アロケータを宣言することができます。

DevPartnerエラー検出では、特定のメモリの種類で割り当て

られたメモリのブロックが同じ種類の関数で解放されるかど

うかが検証されます。 種類が一致しない場合、DevPartnerエ
ラー検出では、実行時にメモリ競合エラーが表示されます。

param_num 関数に渡されるパラメータの数。 この値は1～32にする必要

があります。

ユーザー作成のアロケータ関数の記述に使用するパラメータ

の数を指定します。正しい数を指定しなかった場合は、予期

せぬ結果が生じる可能性があります。

address_value 再割り当てされるブロックへのポインタを含むパラメータの

番号。最初のパラメータの番号は1です。

size_value 再割り当てするブロックのサイズを含むパラメータ番号。最

初のパラメータの番号は1です。

count_num このオプション パラメータは、sizeパラメータと countパラ

メータを受け取る callocのような関数の記述に使用します。

割り当てるサイズに必要なブロック数を指定します。このパ

ラメータを省略した場合は、1とみなされます。

buffer_loc 再割り当てするブロックのアドレスを保持するアドレスを含

むパラメータの番号。最初のパラメータの番号は1です。

表 4-6. リアロケータ レコード パラメータ （続き）

パラメータ 説明
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DevPartnerエラー検出では、再割り当て関数からの戻り値がチェックされ、NULL
値はエラーを示すとみなされます。 NULL以外のアドレスは、新たに割り当てられた

メモリのブロックであるとみなされます。

[Optional Parameters] レコードの最後に、以下のオプションのパラメータを指定で

きます。

• DEBUG
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、フックについての詳細情報が表示されます。出力ウィ

ンドウ（またはdbgview）に、フックを設定しようとして

発生したエラーに関する情報が表示されます。また、通知

情報ペインに、フックが成功した関数やフックされた関数

が呼び出された回数などの各フックに関する統計値が表示

されます。

• NODISPLAY
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、要求された各フックの詳細情報が通知情報ペインの上

部に表示されません。

• NOFILL
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、前の割り当ての最後に追加されたその他のバイトが

DevPartnerエラー検出の「fill」文字列でフィルされません。

メモ：callocのように、ユーザー作成のアロケータによっ

てブロックがデータで初期化される場合には、NOFILLを

指定してデータが破損されないようにします。

• NOGUARD
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、この割り当て関数によって作成されたブロックの最後

に保護バイトが追加されません。

• STATIC
DevPartnerエラー検出によって、ユーザー作成のアロケー

タが静的にパッチされます。ユーザー作成のアロケータを

アプリケーションにリンクして、インターフェイスをエク

スポートした別のDLLの中で使用しない場合は、staticオ
プションを指定します。

表 4-6. リアロケータ レコード パラメータ （続き）

パラメータ 説明
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リアロケータ レコードのサンプル

以下は、仮定のリアロケータ レコードの例です。

例1 reallocXXという関数がfoo.dllというモジュールで宣言されます。 この関数には

2つのパラメータがあります。 最初のパラメータは既存のメモリ ブロックのアドレ

ス、2番めのパラメータは要求されたブロックのサイズです。 オプションのパラメー

タが指定されていないため、DevPartnerエラー検出では、アプリケーション プログ

ラムにコントロールを返す前に、新しいメモリに（ブロックがより大きいことを前提

として）充てんパターンがフィルされます。

Reallocator Module=foo.dll Function=reallocXX 
MemoryType=MEM_MALLOC NumParams=2 Address=1 Size=2

例2 reallocClearという関数がfoo.dllというモジュールで宣言されます。 この関数

には3つのパラメータがあります。 最初のパラメータは既存のメモリ ブロックのアド

レス、3番めのパラメータは要求されたブロックのサイズです。 この再割り当てルー

チンでは、新しいブロックで割り当てられた追加のメモリに対して独自のフィル処理

が実行されます。このため、DevPartnerエラー検出では、新しいブロックの追加の

メモリをフィルできません。

メモ： DevPartnerエラー検出では、パラメータ2の内容は無関係であるため無

視されます。

Reallocator Module=foo.dll Function=reallocClear 
MemoryType=MEM_MALLOC NumParams=3 Address=1 Size=3 

NOFILL

例3 MyReallocという関数が .LIBファイルにビルドされ、DataStore.dllというデー

タ収集コンポーネントに静的にリンクされます。 MyReallocには、4つのパラメータ

があります。 最初と4番めのパラメータは、DevPartnerエラー検出には関係ありませ

ん。 2番めのパラメータには既存のブロックのアドレスが含まれており、3番めのパラ

メータにはブロックの新しいサイズが含まれています。 データ収集ルーチンでは、新

しいデータが再割り当てのブロックにあらかじめロードされます。

Reallocator Module=DataStore.dll Function=MyRealloc 
MemoryType=MEM_ALLOC NumParams=4 Address=2 Size=3 

NOFILL STATIC

メモ：関数名がDLLからエクスポートされていない場合は、STATICを指定し

ます。 

Ignoreレコード

Ignoreレコードを作成して、DevPartnerエラー検出メモリ追跡システムで無視する

関数を記述します。以下の形式に従います。

Ignore Module=module_name Function=func_name [Optional Parameters]
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Ignoreレコードを使用して、DevPartnerエラー検出でユーザー作成のアロケータを

無視するか、ユーザー作成のアロケータで使用される下位アクセス ルーチンを無視す

るかを指定します。 Ignoreレコードでは、DevPartnerエラー検出メモリ追跡システ

ムで、通常は監視されるAPIが追跡されないように指定できます。

注意： Ignoreレコードを作成した場合、DevPartnerエラー検出メモリ追跡システ

ムでは、それらのAPIから割り当てられたメモリや解放されたメモリが監

視されなくなります。 その結果、DevPartnerエラー検出では、このメモリ

が認識されなくなります。 これにより、コール バリデーション モジュール

とFinalCheck分析モジュールで、不正なエラー メッセージや不完全なエ

ラー メッセージが生成されることがあります。 この関数の使用法について

ご不明な点は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

表 4-7. Ignoreレコード パラメータ

パラメータ 説明

Ignore レコードの最初のパラメータは Ignoreという単語にして、

APIを無視するように記述していることを示す必要があります。

module_name 無視する関数を含むモジュール（実行ファイルまたはDLL）
の名前

メモ：モジュール名では、ワイルドカードは使用できません。

func_name メモリ追跡システムで無視する関数の名前。C++を使用して

いる場合は、関数の「短縮」名にする必要があります。

このパラメータでは、大文字と小文字が区別されます。

[Optional Parameters] • DEBUG
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、フックについての詳細情報が表示されます。出力ウィ

ンドウ（またはdbgview）に、フックを設定しようとして

発生したエラーに関する情報が表示されます。また、通知

情報ペインに、フックが成功した関数やフックされた関数

が呼び出された回数などの各フックに関する統計値が表示

されます。

• NODISPLAY
このパラメータを指定した場合、DevPartnerエラー検出で

は、要求された各フックの詳細情報が通知情報ペインの上

部に表示されません。

• STATIC
DevPartnerエラー検出によって、ユーザー作成のアロケー

タが静的にパッチされます。ユーザー作成のアロケータを

アプリケーションにリンクして、インターフェイスをエク

スポートした別のDLLの中で使用しない場合は、staticオ
プションを指定します。
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Ignoreレコードのサンプル

以下は、仮定の Ignoreレコードの例です。

例1 この例では、Ignoreレコードが作成され、DevPartnerエラー検出では、GlobalAlloc

によって割り当てられたメモリは監視されますが、GlobalFreeを使用してオペレー

ティング システムに返されたメモリを解放する要求は無視されます。

メモ：これにより、DevPartnerエラー検出によって多数の誤ったメモリ リーク

がレポートされます。

Ignore Module=Kernel32.dll Function=GlobalFree

例2 この例では、コールの GlobalAlloc ファミリによって操作されたメモリが

DevPartnerエラー検出で無視されます。

メモ：これにより、DevPartnerエラー検出によって多数の誤ったコール バリ

デーション エラーとFinalCheckエラーがレポートされます。

Ignore Module=Kernel32.dll Function=GlobalAlloc

Ignore Module=Kernel32.dll Function=GlobalReAlloc

Ignore Module=Kernel32.dll Function=GlobalFree

メモ：これらの3行をUserAllocators.datに追加することはお勧めできま

せん。

例3 この例では、指定したモジュール内の静的にリンクされた関数によって操作されたメ

モリがDevPartnerエラー検出で無視されます。 独自の代替メモリ割り当てライブラ

リを作成して標準のCランタイム ライブラリと同じ名前を使用し、DevPartnerエ
ラー検出でライブラリの使用を監視しない場合は、以下のようなリンクを追加する必

要があります。 
Ignore Module=MyDLL.dll Function=Malloc STATIC

Ignore Module=MyDLL.dll Function=free STATIC

Ignore Module=MyDLL.dll Function=realloc STATIC

メモ：このようなリンクをUserAllocators.datファイルに追加する前に、

テクニカル サポートにご連絡ください。

UserAllocatorフック要求をコーディングする

UserAllocatorフック要求を作成する場合に、考慮する必要のある注意事項を以下に

示します。

� MEM_CUSTOM1～MEM_CUSTOM9を使って、個別のメモリ割り当てをシス

テムの割り当てから分離します。

� アロケータのタイプごとに一意のカスタム アロケータのタイプを指定します。

� 必ず、アロケータに対応するタイプを使ってメモリを解放します。たとえば、

アロケータがMEM_CUSTOM1タイプでフックされた場合は、同様に

MEM_CUSTOM1タイプでフックされたデアロケータを使ってメモリを解放す

る必要があります。デアロケータが一致しない場合は、割り当て競合エラーが

報告されます。
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UserAllocatorsに関するコード要件

UserAllocatorのメモリ割り当てフックを利用するには、アプリケーション コードに、

メモリの割り当てと解放を制御する関数を含める必要があります。

アロケータ関数フック

� 呼び出すアロケータ関数には、必要なメモリのバイト数を示すパラメータを含め

る必要があります。

� この関数は、割り当てられたメモリの場所を返すか、その場所を指しているアド

レスをパラメータで返す必要があります。

� その他のパラメータを関数に含めることもできます。

例

void *GetMemory(int BytesRequested);

Allocator

    Module=bcheap.dll

    Function=GetMemory

    MemoryType=MEM_CUSTOM1

    NumParams=1

    Size=1

    Static

    Noguard

    NoFill

    Debug

または

void *pVoid;

HRESULT GetMemoryAgain(int BytesRequested, &pVoid);

// 上の例では、 メ モ リ  ア ロケー タ によ っ て、 割り当て られた メ モ リ の場所が pVoid
ポイ ン タ に格納されます。

Allocator

    Module=bcheap.dll

    Function=GetMemoryAgain

    MemoryType=MEM_CUSTOM1

    NumParams=2

    Size=1

    BufferLoc=2

    Static

    Noguard

    NoFill

    Debug
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デアロケータ関数フック

� 呼び出すデアロケータ関数には、解放するメモリのアドレスを示すパラメータを

含める必要があります。

� その他のパラメータを関数に含めることもできます。

例

;  static void *mark_free(void *p, int nLen, void *pExclude, int 
nExcludeLen)

Deallocator

    Module=bcheap.dll

    Function=mark_free

    MemoryType=MEM_CUSTOM1

    NumParams=4

    Address=1

    Static

    NoPoison

    Debug

リアロケータ関数フック

� 呼び出すリアロケータ関数には、必要なメモリのバイト数を示すパラメータを含

める必要があります。

� リアロケータ関数には、再割り当てする「古い」メモリのアドレスを示すパラ

メータを含める必要があります。

� リアロケータ関数は、割り当てられた「新しい」メモリの場所を返すか、その場

所を指しているアドレスをパラメータで返す必要があります。

� その他のパラメータを関数に含めることもできます。

例

; void *DoMyRealloc(MyHeap *me, void *p, uint32 uSize)

ReAllocator

    Module=bcheap.dll

    Function=DoMyRealloc

    MemoryType=MEM_CUSTOM1

    NumParams=3

    Address=2

    Size=3

    NoFill

    NoGuard

    Static

    Debug 
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UserAllocatorフックをデバッグする

エラー検出では、UserAllocatorフックに関する情報の表示方法を変更して、そのデ

バッグを容易にするために使用可能な2つのキーワードが提供されます。

NoDisplay

デフォルトで、エラー検出の通知情報ペインの上部に、ファイル要求から解釈された

フックの詳細が表示されます。以下に例を示します。

Allocator   Module=bcheap.dll   Function=MarkNodeAllocated   
MemoryType=MEM_CUSTOM1  NumParams=3  Size=1  BufferLoc=3  NoFill  
NoGuard  Static  Debug

フック情報の詳細を通知情報ペインの上部に表示したくない場合は、NoDisplayキー

ワードをフック要求に追加します。

Debug

エラー検出では、フック要求に追加することによって拡張詳細が表示されるDebug
キーワードも提供されます。

通知情報ペイン

フック要求内にDebugキーワードがあれば、エラー検出の実行が完了してから、通知

情報ペインの下部に拡張詳細が表示されます。通知情報ペインの下部に表示される詳

細には、フックが成功した関数やフックされた関数が呼び出された回数などの各フッ

クに関する統計値が含まれます。

エラーの詳細

通知情報ペインの下部に、関数がフックされなかったというメッセージが表示され

た場合は、その失敗したフックのデバッグを支援する詳細がエラー検出に表示され

ます。

Visual Studioで作業している場合は、出力ウィンドウにエラーの詳細が表示され

ます。

スタンドアロン バージョンのエラー検出を実行している場合は、DbgViewツールに

エラーの詳細が表示されます。
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UserAllocators.datでエラーを診断する方法

UserAllocators.datにレコードを追加すると、1つまたは複数の以下のようなエ

ラーが表示されることがあります。

� ファイル アクセス エラー

UserAllocators.datは、DevPartnerエラー検出インストール ディレクトリ

のDataサブディレクトリに格納されたテキスト ファイルです。 このファイルが

削除されたり、読み取り不可にされたりすると、DevPartnerエラー検出によっ

てエラーがレポートされます。

� ファイル書き込み エラー

DevPartnerエラー検出セッションが開始されると、UserAllocators.nlbとい

う名前のファイルが作成されます。 [オプション ] | [データ ] | [NLBファイル

ディレクトリ ]で指定した場所が無効、または読み取り専用である場合、エラー

が発生します。 このエラーを解決するには、[オプション ]でディレクトリの指定

を変更するか、ディレクトリのプロパティを変更して、書き込み可能にします。

� 解析エラー

DevPartnerエラー検出でUserAllocators.datファイルの解析中にエラーが

発生した場合、DevPartnerエラー検出では [エラー ]タブにエラーが記録され

ます。 UserAllocators.datエラーの発生時に [メモリの追跡 ]または [リソー

スの追跡 ]が有効な場合、これらの機能は無効になります。

トークン解析エラー

DevPartnerエラー検出では、以下のルールを使用して、ファイルが一度に1行ずつ

解析されます。

� 空白行、およびセミコロン（;）やダブルスラッシュ（//）で始まる行は無視され

ます。

� 追加される各UserAllocator定義は有効なレコード タイプで始まる必要があり

ます。

� 各定義のすべてのパラメータは、1つまたは複数のスペースかタブで区切り、

各レコード タイプのルールに従う必要があります。

意味的エラー

各レコード タイプは、各パラメータのルールに従って解析されます。 パラメータで

は、大文字と小文字が区別されることがあり、場合によっては、有効範囲内にある必

要があります（たとえば、関数で使用できるパラメータの最大数は32です）。

同じファイル内に重複したエントリがある場合にも、レコードが相互に競合する場

合、エラーが生成されることがあります。 UserAllocators.datは高度な機能とみ

なされるため、広範な照合は行われません。
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UserAllocators.datの変更後にアプリケーションが不安定になる場合

UserAllocators.datにレコードを追加すると、DevPartnerエラー検出では、ユー

ザー作成のアロケータ間のコールが監視されます。 DevPartnerエラー検出に対して

APIを正しく記述しなかった場合、アプリケーションがクラッシュしたり、予期しな

い動作をすることがあります。 このような問題の最も一般的な原因の1つは、関数の

パラメータの数を誤って指定することです。

一定のままのメモリの内容に依存し、記述にNOFILLオプションまたはNOPOSION
オプションを追加しなかった場合にも、問題が発生することがあります。

エラーが発生し、対処法がわからない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせく

ださい。 お問い合わせの際には、以下の情報をお知らせください。

� 実行しているDevPartnerのバージョン

� UserAllocators.datファイルのコピー

� 発生している問題の詳細

場合によっては、ユーザー アロケータ関数を含むDLLのコピーとDLLへのリンクに

使用されるマップ ファイルをご提供いただくこともあります。

可能な場合は、Ignoreレコードは使用しないでください。 Ignoreレコードによって、

アプリケーションの分析時にDevPartnerエラー検出が予期しない応答をすることが

あります。
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第5章

デッドロック分析
� バックグラウンド： シングル スレッド アプリケーションとマル

チスレッド アプリケーション

� デッドロック－基本定義

� デッドロックを回避する方法

� 潜在的なデッドロック

� その他の同期オブジェクト

� 追加情報

デッドロック分析は、カスタマのアプリケーションで、デッドロック、潜在的なデッ

ドロック、およびその他の同期エラーを検索する自動化された方法です。

この章では、以下の内容について説明します。

� デッドロック分析で使用される用語の概要

� デッドロックと潜在的なデッドロックの例

� 同期トピックの詳細情報のソース

バックグラウンド： シングル スレッド アプリケーションとマルチスレッド 
アプリケーション

古いスタイルのC/C++プログラムには、多数の関数を呼び出し、さまざまな処理を実

行したあと終了する単純なメイン ルーチンがありました。 これらのプログラムでは、

シングル スレッドの実行が使用されました。 つまり、プログラムでは一度に1つのイ

ンストラクションが実行されました。 デバッガを使用してプログラムの手順を実行す

るとしたら、それぞれの処理が実行されていくのを映画の映像のように見ることがで

きました。
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スレッド

新しいアプリケーションは、マルチスレッドにできます。 スレッドとは、コントロー

ルのフローのことです。 マルチスレッドのアプリケーションには、2つ以上のコント

ロールのフローがあります。 Windows CreateThread関数を使用すると、追加のス

レッドを作成できます。 CreateThreadには、新たに作成したスレッドで実行される

必要がある関数のアドレスを含む多数のパラメータがあります。 CreateThread関数

が正常に実行されると、アプリケーションには追加の実行のスレッドが作成されます。

スレッドを暗黙的に作成するには、多数の方法があります。 この例には、サードパー

ティ製ライブラリ、COMまたはDCOM、あるいは共通言語ランタイムを使用して、

_beginthreadを呼び出す方法があります。

プログラムで複数のスレッドを実行する場合、2つのスレッドで同じリソースに同時

にアクセスを試みることができます。 このリソースには、変数、ファイル、ハンドル、

Windowsリソースなどが含まれます。 複数のスレッドが同じリソースに同時にアク

セスしようとすると、同期化の問題が発生することがあります。 たとえば、T1とT2
という2つのスレッドで、どちらも1～100の数字を印刷しようとすると、各スレッ

ドからの出力は以下のようになります。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ... 95 96 97 98 99 100

両方のスレッドを同時に実行した場合、出力は以下の例のように不規則なものになり

ます。 スレッドT1からの出力は標準体、スレッドT2からの出力は太字の斜体です。

1 2 3 4 1 2 5 6 3 4 5 6 7 8 7 ... 95 96 97 94 95 96 97 98 99 98 99 100 100

クリティカル セクション

このような問題を防ぐには、スレッド間の相互作用を調整する必要があります。 最新の

オペレーティング システムには一連の同期関数があり、これらの関数を呼び出して共

有リソースへのアクセスを調整できます。 最も使いやすく一般的な同期オブジェクト

は、クリティカル セクションと呼ばれます。 クリティカル セクションは、一度に1つ

のスレッドだけがリソースにアクセスできるようにする単純な関数です。 

上記のように、1～100の数を印刷するように作成されたスレッドT1とT2の例につ

いて考えてみます。 クリティカル セクションC1を定義すると、両方のスレッドを実

行する場合に不規則な出力を防ぐことができます。 このクリティカル セクションで

は、出力ストリームへのアクセスが制御されます。 スレッドT1とT2によって実行さ

れる機能は、以下のように変更する必要があります。

1 いずれかのスレッドでクリティカル セクションC1を作成します。

2 次に、各スレッドで以下の手順を実行します。

a クリティカル セクションC1を要求します。

b 1～100の数のリストを印刷します。

c クリティカル セクションC1を解放します。
78     DevPartnerエラー検出ガイド



3 このあとスレッドは解放され、他のスレッドに影響を及ぼさない、要求された

その他の処理を実行します。

手順 2- aは、クリティカル セクションC1へのスレッドの排他的アクセスを許可する

ようオペレーティング システムに要求するEnterCriticalSectionコールに変換

されます。 クリティカル セクションが使用できない場合、オペレーティング システ

ムではスレッドを一時停止し、C1が使用可能になるまで待機します。

1つのスレッドがクリティカル セクションにアクセスすると、C1のクリティカル 
セクション ルールに従うその他のスレッドでは、出力を印刷できません。 スレッド

で1～100の数が印刷されたあと、手順 2- cで、オペレーティング システムに

LeaveCriticalSectionが通知されます。 これにより、他のスレッドのクリティ

カル セクションが解放されます。

プログラムのすべてのスレッドで、クリティカル セクションを使用して端末への出力

を印刷する必要があると定めたルールはありません。 ただし、このルールに従った場

合、出力は常に正確に表示されます。

この同じルールは、変数、構造、ファイル、その他の共有リソースに適用できます。

メモ： 2つの出力ストリームが相互に衝突するコードを作成しないかぎり、ほ

とんどの場合、クリティカル セクションのコンソール出力をラップする

必要はありません。

デッドロック－基本定義

前述の例に基づき、クリティカル セクションは、共有リソースへのアクセスを許可す

る非常に単純なメカニズムであるといえます。 ただし、クリティカル セクションは、

問題の原因となることがあります。 

C1、C2、およびC3という名前の複数のクリティカル セクションを作成するプログ

ラムを考えてみます。 これらの各クリティカル セクションは、スレッド間で共有され

る個別のリソースへのアクセスを保護するために使用されます。 

スレッドが1つのクリティカル セクション（たとえば、C1）へのアクセスを許可さ

れ、次に別のクリティカル セクション（たとえば、C2）へアクセスしようとした場

合、C2がすでに別のスレッドに割り当てられていることもあり得ます。 別のスレッド

がすぐにC2を解放すれば、問題はありません。 最初のスレッドはC2が使用可能にな

るまで待機したあと、C2へのアクセスを許可され、処理が続行されます。

一方、C2を保有するスレッドが、別の同期オブジェクトが使用可能になるのを待機

する必要がある場合（C1など）、両方のスレッドが必要なリソースへのアクセスを待

機して停止します。 2つ以上のスレッドが、使用可能になることのないリソースを待

機して停止した場合、その結果はデッドロックと呼ばれます。
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デッドロックを回避する方法

デッドロックは、複数のスレッドが共有リソースを使用しようとしたが、そのリソー

スにアクセスできない場合に発生します。 デッドロックを回避するには数多くの方法

があります。

� 同期オブジェクトが必要な場合にのみ、それらのオブジェクトへのアクセスを要

求します。 オブジェクトにアクセスしたら、できるだけ早く使用し、他のスレッ

ドが使用できるように、そのオブジェクトを解放します。

� 同時に複数の同期オブジェクトにアクセスして特定の処理を実行する必要があ

る場合は、最初のオブジェクトを要求し、次に2番めのオブジェクトへのアクセ

スを試みます。 2番めのオブジェクトが使用できない場合、両方のオブジェクト

を解放し、少しの間待機します。 待機が終了したら、再度リソースへのアクセス

を試みます。 別のリソースの待機中にスレッドがブロックされた場合、リソース

の所有権を解放することが非常に重要です。 オブジェクトを解放しないと、「致命

的な囲い込み」を引き起こし、デッドロック状況をさらに悪化させるだけの場合

があります。

� 常に同じ順序でリソースを要求します。 たとえば、C1、C2、およびC3にアクセ

スして処理を実行する必要がある場合、常に同じ順序（C1、C2、C3）でアクセ

スし、逆の順序（C3、C2、C1）で解放します。

� 処理を実行する必要がある同期オブジェクトをすべて取得したら、別のリソース

の待機をブロックする可能性がある処理を実行しません。

同期オブジェクトを処理する方法は、その他にも数多くあります。「追加情報」（84
ページ）に、同期オブジェクトについて説明しているMSDNリソースと書籍を示し

ます。
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潜在的なデッドロック

DevPartnerエラー検出では、ユーザーが安全でない方法でリソースにアクセスして

いることが検出されると、潜在的なデッドロックがレポートされます。 この例として、

T1、T2、T3の3つのスレッドがあり、これらのすべてのスレッドでクリティカル セ
クションC1、C2、C3によって制御される一連のリソースを利用するアプリケーショ

ンの例があります。 

表5-1に、各スレッドで特定の処理を実行するために必要なクリティカル セクション

を示します。

各スレッドは、単独で動作し、必要なクリティカル セクションを取得して、指定され

たタスクを実行できます。 ただし、3つのスレッドがすべて同時にこれらの処理を実

行しようとすると、問題が発生することがあります。

食事をする哲学者

「食事をする哲学者」は、コンピュータ科学の授業で潜在的なデッドロックを説明す

る際によく使用される、有名な例です。DevPartnerエラー検出ソフトウェアには、

食事をする哲学者のサンプル コードが含まれています。 このサンプル コードは以下

の場所にあります。

...¥DevPartner Studio¥Examples¥DeadlockPhilosophers

食事をする哲学者の問題は、複数の哲学者が円形のテーブルにつき、そのテーブルの

中央に食べ物を盛った大きな皿が置かれている状態から始まります。各哲学者の間に

は、はしが1本ずつ置かれています。

テーブルの周りに着席した哲学者は以下の3種類のことができます。

1 休む： 休んでいる哲学者は座ったままで何もしません。 休んでいる時間はランダ

ムです。 

2 話す：話をする哲学者は、興味を持って聞いてくれるテーブルの他のだれかに

話しかけます。 話をしている時間はランダムです。

表 5-1. 潜在的なデッドロックの例： スレッドとそれらの

スレッドに必要なクリティカル セクション

スレッド クリティカル セクション

T1 C1、C2

T2 C2、C3

T3 C3、C1
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3 食べる：空腹な哲学者は食べようとします。 そのために、箸を取り上げようとし

ます。 最も単純な場合には、哲学者は常に左の箸を先に取り上げようとします。

うまくいったら、次に右の箸を取り上げようとします。 左と右の両方の箸を手に

した哲学者は任意の期間食事します。それから箸を置き、休むか話し始めます。

最初の箸を取り上げられなかった哲学者は、数秒待ち、再度箸を取り上げよう

とします。 うまくいった哲学者は、次に右の箸を取り上げようとします。 右の箸

が使用できない場合、哲学者は数秒待ち、再度右の箸を取り上げようとします。

すべての哲学者が同時に左の箸を取り上げた場合、問題が発生します。 その場合、だ

れも左の箸を置かないため、全員が飢え死にしてしまいます（デッドロック）。

食事をする哲学者アルゴリズムをどのように構成するかにより、ただちにデッドロッ

ク状態になるか、またはプログラムを数分実行できるが、その後デッドロック状態に

なることが考えられます。テーブルに哲学者と箸を追加すれば、実際のデッドロック

数は減少する傾向があります。 ただし、すべての哲学者が同時に空腹になる可能性は

その場合にも存在します。 これは、潜在的なデッドロックと呼ばれます。

潜在的なデッドロックは実稼動システムで発生することが多いため、多くの場合、追

跡が最も困難なデッドロックです。 これらの問題を開発システムで複製する試みは、

通常、長時間を要し、多くの場合問題の核心が見つかりません。

潜在的なデッドロックが検出された場合、DevPartnerエラー検出によって、実際の

デッドロックが発生するずっと前に通知されます。DevPartnerエラー検出では、実

際のデッドロックが発生する方法を説明した詳細な情報が表示されます。 これによ

り、より容易にコードを変更して問題の発生を防ぐことができます。

同期オブジェクトの監視

デッドロック分析では、アプリケーションのすべての同期オブジェクトにおいても、

エラーと以下のような問題のある用法が監視されます。

� ユーザーが指定した期間を超える待機

� すでに所有されているクリティカル セクションに再入するスレッド

� すでにスレッドによって所有されているMutexの待機

� 同期オブジェクトを解放せずにスレッドが終了する

また、DevPartnerエラー検出を設定して、名前を付けることができる同期オブジェ

クトが命名規則に従っているかどうかを検証できます。 たとえば、プロセスの外部か

らアクセスできないように、同期オブジェクトを名前なしにする必要があるかどうか

を判断できます。 すべての名前付きオブジェクトは、潜在的なエラーとしてのフラグ

が付けられます。 このリストを使用して、システムの他のプロセスによる不要なアク

セスを防ぐために必要なセキュリティ記述子が、名前付きの同期オブジェクトに含ま

れているかどうかを確認できます。

すべての同期エラーのリストは、オンライン ヘルプで、検出されたエラーセクション

のデッドロック エラーに表示されます。
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その他の同期オブジェクト

Windowsオペレーティング システムには、78ページ で説明したクリティカル セク

ションの他にもさまざまな種類の同期オブジェクトがあります。 同期オブジェクトの

リストと、MSDNからの定義の抜粋を以下に示します。 抜粋のテキストは斜体で示さ

れています。 それぞれの用語について、詳細な定義および関連するコードの例を示し

ます。

クリティカル セクション

クリティカル セクション オブジェクト使用できるのがシングル プロセスのスレッド

のみである点を除いて、クリティカル セクション オブジェクトでは、Mutexオブジェ

クトによって提供される同期と類似の同期が提供されます。

詳細な定義は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/Critical_Section_Objects.asp

コードの例は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/using_critical_section_objects.asp

Event

イベント オブジェクトは、SetEvent関数を使用することで、状態が通知されるよう

に明示的に設定できる同期オブジェクトです。 イベント オブジェクトは、特定のイベ

ントが発生したことを示すシグナルをスレッドに送信する場合に役立ちます。

詳細な定義は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/event_objects.asp

コードの例は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/using_event_objects.asp

Mutex

Mutexオブジェクトは、いずれかのスレッドによって所有されている場合は状態が通

知され、所有されていない場合は状態が通知されないように設定される同期オブジェ

クトです。 一度に1つのスレッドのみがMutexオブジェクトを所有できます。

Mutexオブジェクトは、クリティカル セクションよりも大幅に速度が遅くなります。

詳細な定義は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/mutex_objects.asp
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Mutexオブジェクトの使用例は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/using_mutex_objects.asp

セマフォ

セマフォ オブジェクトとは、ゼロと指定した最大値間の数を保持する同期オブジェク

トのことです。 この数は、スレッドがセマフォ オブジェクトの待機を終了するたびに

減少し、スレッドがセマフォを解放するたびに増加します。

詳細な定義は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/semaphore_objects.asp

コードの例は、以下のURLを参照してください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/using_semaphore_objects.asp

追加情報

MSDNリファレンス

同期オブジェクトの詳細については、MSDNで以下のリンクを参照してください。

同期の概要： http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/about_synchronization.asp

同期オブジェクト： http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/synchronization_objects.asp

待機関数： http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/wait_functions.asp

同期オブジェクトの

使用法：

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/using_synchronization.asp

同期参照： http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/
en-us/dllproc/base/synchronization_reference.asp
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その他の参照

以下の書籍には、同期オブジェクトの詳細が記載されています。

『Win32 Multithreaded Programming』Aaron Cohen、Mike Woodring著

『Debugging Applications for Microsoft .NET and Microsoft Windows』John 
Robbins著

『Debugging Windows Applications, 1st Edition』John Robbins著

『Operating Systems, 4th Edition』William Stallings著

『Foundations of Multithread, Parallel and Distributed Programming』Gregory R. 
Andrews著
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付録A

エラー検出のトラブルシューティング
トラブルシューティング

以下の問題が発生した場合は、対応する対処法を実行してみてください。 それでも問

題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

問題 対処法

エラー検出がメモリ上でステッピングする • [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [メモリの追跡 ]で、[解放時に

無効データをフィルする ]を無効にします。

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [メモリの追跡 ]で、[確保時に

フィルする ]を無効にします。

[デバッグ ]ボタンで [検出されたプログラム 
エラー ]ダイアログ ボックスを閉じると、

デバッガでエラー検出が停止できなくなる

• [デバッグ ]ボタンを使用して [検出されたプログラム エラー]ダイアログ 
ボックスを非表示にすると、アプリケーションでは、エラー検出によっ

てエラー後の最初の行の初めに一時ブレークポイントが設定されます。

一時ブレークポイントは、アプリケーションがデバッガで停止したとき

に自動的に削除されます。ブレークポイント例外をキャッチして実行を

継続する例外ハンドラがアプリケーションにある場合、デバッガでブ

レークポイントをキャッチし、アプリケーションを停止することができ

なくなります。

「メモリ割り当ての競合：関数の不一致」

エラーが表示され、ブロックがFree関数に

よって解放されたことが報告される

• newとdeleteを使用していると、エラー検出から、ブロックがfreeに
よって解放されたことを通知されます。この場合、Cランタイム ライブラ

リDLL（/MD）のリリース バージョンを使用している可能性があります。

この問題を修正するには、Cランタイム ライブラリDLL（/MDd）のデ

バッグ バージョンに対してビルドします。これは、[C++ コード生成 ]プロ

パティ ページの [ランタイム ライブラリ ]エントリで制御します。

エラー検出で、演算子newと freeの間での

割り当ての不一致がレポートされる

• userallocators.datに、ユーザーが作成したすべてのアロケータ

を追加していることを確認します。

...¥Data¥UserAllocators.datファイルのコメントを参照して

ください。
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エラー検出でメモリ割り当てとリソース割り当

てが無視される

• マネージ デバッガを使ってマネージC++アプリケーション上でエラー検

出を実行している場合は、アプリケーションではなく、

mscorwks.dllまたはmscorsrv.dllから取得されたメモリ割り当

てとリソース割り当てが表示されるため、エラー検出では無視されます。

混合コードまたはマネージ コード アプリケーション上でエラー検出を使

用する場合は、以下の手順に従います。

1 プロセスのデバッグに使用するバージョンの Visual Studio を開きます。

2 DevPartnerエラー検出スタンドアロン アプリケーションを起動します。

3 エラー検出内でターゲット プロセスを開いて、[ プログラム ]>[ 実行 ]
を選択し、そのプロセスを実行します。

4 [ ツール ]>[ プロセスにアタッチ ] をクリックして、ターゲット プロセ

スにデバッガをアタッチします。

メモ：[マネージ コード デバッグ ]（[混合 ]や [自動 ]ではありません）を指

定して、デバッガでマネージ コードのブレークポイントが正確にヒットす

るようにします。

この手順を使えば、マネージ コード内のブレークポイントを設定してヒッ

トさせることができます。また、エラー検出で、メモリ割り当てとリソース

割り当てが検出されます。 

問題 対処法
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エラー検出下でアプリケーションを実行すると、

「不正な文字列」エラーが表示される

• ASCII文字列をワイド文字列にキャストしてAPIパラメータとして使用す

ると、実際の問題と無関係なエラーが報告される可能性があります。

キャストには、「私を信じてください。これがどのデータ型かはわかって

います」という意味があり、エラー検出ではキャストが検出されません。

以下に例を示します。

BSTR m_DSNName;
m_DSNName=SysAllocString(BSTR(""));

コンパイラでは以下のように解釈されます。 

m_DSNName=SysAllocString((wchar_t *)"");

エラー検出によって以下のようにレポートされます。

不正な文字列 ： SysAllocStringへの コールのア ド レス
0x0FE2751Fで、 ブ ロ ッ ク 0x0FDF0000 （290816） が NULLで
終了されていません。

SysAllocStringステートメントでは、空のASCII文字列がワイド文

字列にキャストされ、SysAllocStringへの入力パラメータとして使

用されます。また、最初の2バイトNULLを検索することによって、

wchar_t文字列の最後が判断されます。さらに、この2バイトNULLの

位置から割り出された長さを使って、新しいBSTRのサイズが特定され

ます。これによって、1バイトASCII文字列の先頭とその後ろで偶然見つ

かった最初の2バイトNULLの間に存在するゴミのコピーが保存された

m_DSNNameの新しいBSTRが正常に作成されます。 

上の例では、エラー検出によって、入力文字列のwchar_t（実際には

1バイトの空のASCII文字列）が検査され、不正な文字列（NULL終了し

ていない）が報告されます。このケースで使用したテスト コードでは、

DevPartnerエラー検出では、1バイトASCII文字列の先頭と偶然見つ

かった2バイトNULLの間に有効なメモリ ブロックが存在することが認

識されます。そのメモリが他の目的のために割り当てられていない場合

にだけ、入力文字列のスキャンが行われます。 そのため、このケースで

は、数バイトがスキャンされただけで、そのメモリ領域に2バイトNULL
が存在しないことが報告されます。この問題を避けるには、ワイド文字

列を入力として使用しているコードを変更します。

問題 対処法
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エラー検出でエラーが何も報告されない • [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [全般 ]で、[イベントをログに

記録 ]を有効にします。

• DCOMまたはCOMベースのアプリケーションやコンポーネントが

aspnetアカウントの制限下で実行される状況は2つあります。  デフォ

ルトでは、ASP.NETが有効なWebページからDCOMまたはCOMのア

プリケーションやコンポーネントが起動されると、aspnetアカウント

のコンテキストで実行されます。セキュリティ上の理由から、aspnet
アカウントは制限付きアカウントになっています（これはユーザー グ
ループのメンバで、同等の権限が設定されています）。このため、この状

況では、COMコンポーネントにはエラー検出が正しく機能するために必

要なセキュリティ権限がありません。この問題を回避するには、対話

ユーザーのコンテキスト内で（dcomcnfg.exeを介して）実行される

ようにDCOMまたはCOMアプリケーションやコンポーネントを設定す

る必要があります。以下の手順で、対話ユーザーのコンテキストで実行

されるようにDCOMまたはCOMのアプリケーションやコンポーネント

を設定します。

1 コマンド プロンプトを開き、dcomcnfg.exeを実行します。

2 [ コンポーネント サービス ] > [ コンピュータ ] > [ マイ コンピュータ ]
> [DCom の構成 ] の順に選択します。

3 COM コンポーネントを右クリックして、[ プロパティ ] を選択します。

4 [ 識別 ] タブを選択します。

5 [ 対話ユーザー ] を選択していることを確認します。

6 [OK] をクリックします。

エラー検出の実行が極めて遅い • エラー検出のすべてのオプションを有効にしていないか、確認します。

オプションの中には、プロセッサやメモリを大量に消費するものがあり

ます。本当に必要なオプションだけを使用してください。

• 割り当ての最大コール スタック数を制限します（[オプション ]または

[設定 ]ダイアログの [データ収集 ]を使用）。コール スタック数が大きい

と、メモリを大量に消費します。

• モジュールやファイルを除外して、分析を制限します（[オプション ]
または [設定 ]ダイアログの [モジュールとファイル ]を使用）。

• FinalCheckは、開発の重要なマイルストーンでのみ使用します。

• [.NETコール レポーティング ]を無効にするか、[すべてのタイプ ]ツリー 
ビューで選択するアセンブリの数を制限します。

• アプリケーション内のリークだけを検出したい場合は、リーク分析のみ

の有効化を検討します。[メモリの追跡 ]の [リーク分析のみを有効にす

る ]チェック ボックスをオンにすると、リークの監視を除いて、メモリ

追跡内のすべての機能が無効になります。メモリ追跡による、オーバー

ラン、未初期化メモリの使用、またはダグリング ポインタの監視が実施

されなくなります。システム モジュールによって割り当てられたメモリ

の評価が行われないため、コール バリデーションのメモリ ブロック 
チェックも無効になります。

問題 対処法
90     DevPartnerエラー検出ガイド



ログが大き過ぎる • [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [全般 ]で、[イベントをログに

記録 ]を無効にします。

• データ表示の深さを制限します（[オプション ]または [設定 ]ダイアログ

の [データ収集 ]を使用）。

• モジュールやファイルを除外して、分析を制限します（[オプション ]
または [設定 ]ダイアログの [モジュールとファイル ]を使用）。

• フィルタと抑制を使用して、レポート範囲を制限します。

• [.NETコール レポーティング ]を無効にするか、[すべてのタイプ ]ツ
リー ビューで選択するアセンブリの数を制限します。

• [APIコール レポーティング ]の [APIコールとリターンを収集する ]を
無効にします。

• [リソースの追跡 ]を無効にするか、追跡するリソースを制限します。

エラー検出でUserAllocators.logファイ

ルの作成に失敗したという内容のエラーが表示

される

• 書き込み権がないディレクトリでエラー検出を使用してアプリケーショ

ンを実行しようとすると、以下のようなエラーが表示される場合があり

ます。

UserAllocatorsError:An error was discovered when 
processing the UserAllocators.dat file.Failed to 
create UserAllocators.log file Error:0x00000005

[データ収集 ]設定ページで [NLB ファイル ディレクトリ ]を設定して、

UserAllocatorsファイルを書き込むディレクトリを制御できます。

Windows Vista上でエラー検出を使って

ターゲット アプリケーションを開こうとすると、

エラーが表示される

• エラー検出では、ターゲット アプリケーションごとにデータ ファイルが

作成されます。エラー検出を開始する前に、ターゲット実行ファイルを

含むディレクトリへの書き込みアクセス権があることを確認する必要が

あります。

エラー検出が完了しない、またはコール 
スタックにエラーがある

• エラー検出がシンボルを特定できなかったか、シンボルが古くなってい

ます。Microsoft Symbol Serverを有効にし、現在のファイルに一致する

シンボルを取得します。そして、アプリケーションを再実行してください。

• テスト中のアプリケーションで、マネージ コードとアンマネージ コード

が混在して使用されています。2種類のモジュール間で発生したトランザ

クションが、コール スタックを正常に処理できません。

Symbol Serverでの処理に時間がかかり過ぎる • エラー検出が、実行ごとに、Microsoft Symbol Serverからシンボルを取

得することを試みています。現在のファイルに一致するシンボルを取得

したら、Microsoft Symbol Serverを無効にして、ローカルなシンボルを

使用してアプリケーションを実行してください。

• 一部のオペレーティング システムについては、シンボル パッケージを

ダウンロードし、永久的にインストールすることができます。 
以下のMicrosoftのシンボル ダウンロード ページを参照してください。

http://www.microsoft.com/japan/whdc/devtools/debugging/
debugstart.mspx

問題 対処法
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COMオブジェクトの追跡（またはCOMコール 
レポーティング）が正常に機能していないよう

に見える

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [モジュールとファイル ]の設定

を調べ、特定のモジュールについてイベントのレポートを無効に設定し

ていないことを確認します。

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [抑制とフィルタ ]の設定を調

べ、特定のCOM追跡イベントについてフィルタや抑制を設定していない

ことを確認します。

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [COMコール レポーティング ]
にある [すべてのインターフェイス ]チェック ボックスを使用して、エ

ラー検出で複数のCOMインターフェイスを監視するように設定します。

アプリケーションが開始しない、または開始し

てもすぐにクラッシュする

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [メモリの追跡 ]で、[解放時に

無効データをフィルする ]チェック ボックスをオフにします。アプリ

ケーションで解放済みのメモリを参照している可能性があります。

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [コール バリデーション ]で、

[コール前に引数で指定されたバッファを規定値で埋める ]チェックボッ

クスをオフにします。

• ユーザーが作成したアロケータがあるかどうかを調査します

（...¥Data¥UserAllocators.datファイルを参照してくだ

さい）。

• システム上、OSシンボルが存在するかを確認します。存在する場合、

そのシンボル ファイルに不具合がある可能性があります。

• クラッシュのタイミングに関連があるかを確認します。関連がある場合

は、エラー検出機能の一部を無効にし、もう一度、アプリケーションの

実行を試してください。

サービスが起動するとすぐにハングする • 管理者権限でサービスを実行していることを確認します。

サービスが起動するとすぐに終了する • Windows NTのサービス コントロール マネージャによってサービスが終

了されたことが原因である可能性があります。サービスの初期化ロジッ

クのdwWaitの値を大きくしてサービスを再実行します。

• エラー検出に有効な作業ディレクトリがあることを確認します。[プログ

ラム ]メニューの [設定 ]にある [全般 ]の設定を使用して、作業ディレク

トリを指定します。

サービスが実行してしばらくたつと、

突然終了する

• サービス状態を要求するコントロール メッセージへのサービスの応答が

遅すぎる可能性があります。サービス状態の要求に応答する場合は、

dwWaitのタイム アウト値を大きくします。

• エラー検出によってアプリケーションのメモリが解放時に無効データに

よってフィルされ、クラッシュすることもあります。[オプション ]また

は [設定 ]ダイアログの [メモリの追跡 ]機能を無効にします。これでク

ラッシュが解消したら、FinalCheckでサービスをインストゥルメントし、

アプリケーションを再実行して、初期化されていないメモリ リファレン

ス、バッファ オーバーラン、およびダングリング ポインタを探します。

問題 対処法
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サービスは正常に実行されるが、

シャット ダウン時に突然終了する

• サービス コントロール マネージャからシャット ダウン要求を受け取っ

たときのサービスの応答時間が制限されています。アプリケーションの

シャットダウン時には、エラー検出によって、メモリ リーク、リソース 
リーク、およびインターフェイス リークの検出や、割り当て済みのメモ

リ ブロックを再チェックすることによるメモリ オーバーランの検出など

の数多くのチェックが実行されます。シャット ダウン要求に応答するた

めに指定されているdwWait値が小さすぎると、サービス コントロール 
マネージャによってサービスが中止されます。この場合は、dwWait値

を大きくします。

エラー検出でサービスの分析に失敗する • エラー検出でサービスの分析に失敗する場合があります。一般的な原因

は、プロセスの監視に使用されている1つ（または複数）のディレクト

リが、作成するプロセスに対して書き込み可能になっていないことです。

以下のディレクトリは、書き込み可能にする必要があります。

• TMPと TEMPの環境変数は、プロセスに対して書き込み可能なディレ

クトリを参照している必要があります。LOCAL_SYSTEMコンテキス

トを実行するようにサービスを構成した場合は、これらの環境変数を

システム全体に割り当てる必要があります。

• サービスには、NLB ファイル ディレクトリへの書き込みアクセス権が

必要です。

• サービスには、作業ディレクトリへの書き込みアクセス権が必要とな

る場合があります。

エラー検出を指定してアプリケーションを実行

しようとすると、Visual Studioがクラッシュする

• 以下に挙げる方法の少なくとも1つを使用して、クラッシュの原因を絞

り込みます。

• アプリケーション テスト コードのさまざまな場所にブレークポイント

を設定する。

• エラー検出の設定を再構成し、いくつかのサブシステムやモジュールを

無効にする。 詳細については、ヘルプの「プログラム設定を変更する」

を参照してください。

タスク マネージャではメモリ使用量の増加を確

認したが、エラー検出ではリークについて何も

報告されない

• FinalCheckでアプリケーションを完全にインストゥルメントしているこ

とを確認します。

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [全般 ]で、[イベントをログに

記録 ]の設定を調べます。

• アプリケーション テスト モジュールが有効になっていることを確認します

（[オプション]または[設定]ダイアログの[モジュールとファイル]を使用）。

マネージC++アプリケーションに対してエラー

検出を実行したが、期待していたリークやエ

ラーが報告されない

• エラー検出の既知の制限事項です。メモリ割り当てを調べ、適切なレ

ポートが出力されるように、ネイティブ デバッガ（またはマネージ デ
バッガとネイティブ デバッガ）を使用していると考えられます。マネー

ジ デバッガを使用している場合、メモリ割り当てとリソース割り当ては

（アプリケーションではなく）mscorewks.dllの情報が使用され、結

果としてアプリケーションの情報は無視されます。

ActiveCheckでメモリ リークが検出されずに、

FinalCheckで検出される

• FinalCheckでインストゥルメントすると、より堅牢なメモリ追跡を行う

ことができます。FinalCheckは範囲を認識し、エラー検出ではメモリ使

用状況だけでなく各ポインタの追跡も可能になります。詳細については、

『クイック リファレンス』の「ActiveCheckとFinalCheckによるエラー

検出」を参照してください。

問題 対処法
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エラー検出を指定して実行するとアプリケー

ションが失敗する（通常はメモリ追跡を有効に

している）

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [メモリの追跡 ]で、[解放時に

無効データをフィルする ]チェック ボックスをオフにします。

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [メモリの追跡 ]で、[保護バイ

トを有効にする ]と [確保時にフィルする ]のフィル パターンを入れ替え

てみてください。

• 不具合のあるPDBファイルを使用している可能性があります。

NMShared¥4.7ディレクトリで、NMSYMDATA.DATという名前の

ASCIIテキスト ファイルを作成します。このファイルには、不具合のあ

るPDBファイルに関連付けされたモジュール名を含めます。後ろに

「,0x0」を付加します。以下に例を示します。ADVAPI32.DLL,0x0

• Visual Studio MFCアプリケーション ウィザードを使って生成されたアプ

リケーションのデバッグ中に、メモリ追跡サブシステムのメモリ フィル

機能を有効にした場合は、エラー検出によってアプリケーションがク

ラッシュする可能性があります。MFCでは、コンパイラが「最低限のデ

バッグ情報」を生成するあいまいなpragmaが設定されます。使用してい

るOSの構造体に余分なフィールドが追加されている場合は、エラー検

出による構造体のサイズの計算時にデバッグ情報の中の誤ったサイズが

使用されることによって、書き込み禁止メモリがフィルされる可能性が

あります。プロジェクトのC++プリプロセッサ設定ページでプリプロ

セッサ定義に_AFX_FULLTYPEINFOを追加して、ソリューションをリビ

ルドします。

• NMSYMDATA.DATファイルを作成しても問題が解決されない場合は、

モジュール全体を除外する必要があるかもしれません。アプリケーショ

ン モジュールを除外するには、ASCIIテキスト ファイルを作成し、

EXCLUDEDMODULES.DATという名前でDataディレクトリに保存し

ます。このディレクトリは、エラー検出がインストールされたところに

あります。以下に例を示します。

<InstallationRoot>¥Data¥EXCLUDEDMODULES.DAT

除外するモジュール名を追加します。1行に1つのモジュール名を記述し

ます。以下に例を示します。MYCUSTOMDRIVER.DLL

Visual Studioに統合したエラー検出を使用して

Webアプリケーションをデバッグできない

• Webアプリケーションのようなアプリケーションやサービスをデバッグ

するには、[プロセスを待機 ]オプションを使用します（「サービスを分析

する」（35ページ）を参照してください）。このオプションは、エラー検

出アプリケーション（BC.EXE）から利用できます。Visual Studioに統

合したエラー検出を実行している場合は、このオプションは利用できま

せん。

問題 対処法
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デバッグ対象のモジュールをSystem filesディ

レクトリに配置したが、そのディレクトリが制

限されているため、モジュールをデバッグでき

ない

• [オプション ]または [設定 ]ダイアログの [モジュールとファイル ]を使用

してモジュールを有効にすると、現在のプロジェクトに対してデバッグ

できます。

• すべてのプロジェクトとソリューションに対してモジュールを有効にす

るには、エラー検出のインストール先であるDataディレクトリにある

Unrestricted_modules.txtというファイルを編集します。以下

に例を示します。

<InstallationRoot>¥Data¥Unrestricted_modules.dat

含めるモジュール名を追加します。1行に1つのモジュール名を記述しま

す。以下に例を示します。MYCUSTOMDRIVER.DLL

エラー検出でdllhost.exeや

TestCon32.exeのエラーがレポートされる

• エラー検出でdllhost.exeやTestCon32.exeのエラーがレポー

トされないようにするには、チェックするモジュールのリストから該当

する実行可能ファイルを除外します。

COMコール レポーティングでオブジェクトやコ

ンポーネントへのコールがログに記録されない

• エラー検出では、認識対象として指定されたCOMインターフェイスのメ

ソッドのみが記録されます。エラー検出にActiveXコントロールについて

知らせるには、[オプション ]または [設定 ]ダイアログ ボックスの [COM
コール レポーティング ]で、[選択したモジュールに実装されたCOMメ

ソッド コールのレポートを有効にする ]を選択します。

エラー検出からオブジェクトまたはコンポーネ

ントのCOMインターフェイス リークがレポート

されない

• COMインターフェイス リーク情報を収集するには、[オプション ]また

は [設定 ]ダイアログの [COMオブジェクトの追跡 ]で、[COMオブジェク

トの追跡を有効にする ]を選択します。そして、監視するCOMクラスを

選択します。

• 独自のオブジェクトを追跡するには、[COMオブジェクトの追跡 ]の設定

のCOMクラスのリストから、該当するクラスだけを選択します。選択す

るクラスがわからない場合は、[すべてのCOMクラス ]を選択します。

コンポーネントの実行を停止したあと、エラー

検出がハングしたかのように長時間応答しない

• エラー検出は、dllhost.exeがタイム アウトし、プロセスを終了する

まで待機します。dllhost.exeが終了すると、エラー検出ではメモリ 
リーク、リソース リーク、およびインターフェイス リークの最終的な検

出が行われます。

IISが起動してすぐにハングする • エラー検出でサービスをデバッグするには、管理者権限が必要です。管

理者権限のないアカウントを使用すると、IISはハングするか、エラーの

発生と同時に終了します。

コマンド ライン バッチ プロセス

（VCBUILD.EXEを使用）を通して自動コンパイ

ルしたエラー検出用のコードがインストゥルメ

ントできない

• コマンド ラインでコンパイラを呼び出してコードをインストゥルメント

するには、DevPartnerを使ってインストールしたNMVCBUILDバリアン

トを使用する必要があります。 NMVCBUILDによるコンパイル方法につ

いては、nmvcbuildを使用してネイティブC/C++コードをインストゥル

メントするを参照してください。

Windows Vista上でエラー検出用のインストゥル

メンテーションを使ってターゲット アプリケー

ションを構築しようとするとエラーが表示される

• エラー検出では、ターゲット アプリケーションごとにデータ ファイルが

作成されます。エラー検出を開始する前に、ターゲット実行ファイルを

含むディレクトリへの書き込みアクセス権があることを確認する必要が

あります。

問題 対処法
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エラー検出下でアプリケーションを実行すると、

不正なデータまたは予期せぬ結果が発生する

• コードに、未定義の評価順序に依存する式がないことを確認してくださ

い。評価順序が正しく定義されていないコードをインストゥルメントす

ると、不正なデータ、ハング、クラッシュなどの予期しない結果が生じ

ることがあります。

C/C++標準では、オブジェクトへの値の格納など、「副作用」がある場合

の評価順が明確に定義されていません。たとえば、以下のステートメン

トの評価順序はあいまいです。 i = ++i + 2;

このステートメントには、変数「i」に値を保存する部分が2か所ありま

すが、この言語ではそれらの実行順序が定義されていません。このよう

なコードをインストゥルメントした場合は、評価順序が固定ではないた

め、結果が予測できない可能性があります。

混合モード（マネージ /アンマネージ）環境で

エラー検出から不正なリークとオーバーランが

報告される

• マネージ デバッガを使ってマネージC++アプリケーション上でエラー検

出を実行している場合は、アプリケーションではなく、

mscorwks.dllまたはmscorsrv.dllから取得されたメモリ割り当

てとリソース割り当てが表示されるため、エラー検出では無視されます。

混合コードまたはマネージ コード アプリケーション上でエラー検出を使

用する場合は、以下の手順に従います。

1 プロセスのデバッグに使用するバージョンの Visual Studio を開きます。

2 DevPartnerエラー検出スタンドアロン アプリケーションを起動します。

3 エラー検出内でターゲット プロセスを開いて、[ プログラム ]>[ 実行 ]
を選択し、そのプロセスを実行します。

4 [ ツール ]>[ プロセスにアタッチ ] をクリックして、ターゲット プロセ

スにデバッガをアタッチします。

メモ：[マネージ コード デバッグ ]（[混合 ]や [自動 ]ではありません）を指

定して、デバッガでマネージ コードのブレークポイントが正確にヒットす

るようにします。

この手順を使えば、マネージ コード内のブレークポイントを設定してヒッ

トさせることができます。また、エラー検出で、メモリ割り当てとリソース

割り当てが検出されます。 

問題 対処法
96     DevPartnerエラー検出ガイド



付録B

重要なエラー検出ファイル
ファイルとその用途

セッション中の動作を制御したり定義したりするために、エラー検出で使用される

ファイルを下の表に示します。この表には、ファイルの場所、名前、目的、およびそ

のファイルをユーザーが変更可能かどうかが記載されています。

ファイル名とパス 用途

<Program Root>¥Data¥ctisafe.dat ポインタの値を保存せずにポインタを受け取る既知の関数

を指定します。MemTrackとFinalCheckでは、このファ

イルを使って安全な関数の追跡が行われます。この情報に

よって、ポインタが未知の関数に渡されたときのエラーの

トリガーが回避されます。ある関数がこのファイルに書き

込まれると、MemTrackとFinalCheckでは、その関数で

ポインタのコピーが保存されなかったと判断されます。

必要に応じて関数を追加することができます。このリスト

からデフォルトの関数を削除する場合は、コンピュウェア

のテクニカル サポートにご相談ください。

<Program Root>¥Data¥BCDefault.DPRul エラー検出によってロードされる抑制ファイルとフィルタ 
ファイルのデフォルト セットをリストします。

エラー検出内の抑制とフィルタの編集用ダイアログを使っ

て、このリストに追加することができます。追加した情報

は、現在のプロジェクト ディレクトリでのみ有効です。

追加した情報をシステム全体で有効にするには、手動で

ファイルを編集して、追加する抑制ファイルまたはフィル

タ ファイルへのフル パス名を指定します。

<Program Root>¥Data¥*.DPFlt
<Program Root>¥Data¥*.DPSup

エラー検出で使用されるフィルタと抑制を定義します。

.DPFltファイルと.DPSupファイルのそれぞれに、

システム モジュール固有のフィルタと抑制が含まれてい

ます。

エラー検出の抑制とフィルタの編集用ダイアログを通し

て、抑制とフィルタを追加、変更、または削除します。

これらのファイルは手動で編集しないでください。
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<Program Root>¥Data¥Unrestricted_modules.txt システム ディレクトリに存在するかどうかに関係なく、

無制限DLLにするモジュールを指定します。システム 
ディレクトリに存在するモジュールは、エラーの検査から

除外するようにマークする必要があります。デフォルト

で、Unrestricted_modules.txtには、さまざまな

バージョンのMFCモジュールが含まれています。

このファイルを手動で編集して、システム ディレクトリ

に存在する特定のモジュール名を追加すれば、エラー検出

でそれらのモジュールのエラーが検査されます。

<Program Root>¥Data¥UserAllocators.dat カスタム アロケータを指定します。 このファイルとエラー

検出での使用方法については、第4章「ユーザーが作成し

たアロケータの使用」を参照してください。

<Program Root>¥ERptApi¥NMApiLib.* エラー検出のユーザー呼び出し可能インターフェイスへの

アクセスを提供します。NMApiLib.hでは、エラー検出

に対するユーザー呼び出し可能インターフェイスが定義さ

れます。このファイルは、NMApiLib.libをプロジェク

トにリンクすることによって実装されます。 ユーザー呼び

出し可能インターフェイスの詳細については、第3章「複

雑なアプリケーションの分析」を参照してください。

<Program Root>¥Data¥ExcludedModules.dat （ユーザー作成ファイル）除外するモジュールのリストが

保存されています。モジュールは1行ごとにリストされ

ます。例：MYCUSTOMDRIVER.DLL

<Program Root>¥DPSErrorDetection.xsd セッション ファイル データをXMLにエクスポートすると

きに使用されるスキーマ情報が保存されています。この

ファイルは編集しないでください。

<NMShared Root>¥NMSymData.dat （ユーザー作成ファイル）不正なPDBファイルに関連付け

られたモジュール名（後ろに「,0x0が付加される）が保

存されています。例：ADVAPI32.DLL,0x0

<Program Root>¥DPSErrorDetection.xsd XML機能へのデータ エクスポートで使用されるスキーマ

を指定します。

キー

<Program Root> = C:¥Program Files¥Compuware¥DevPartner Studio¥BoundsChecker

<NMShared Root> = C:¥Program Files¥Common Files¥Compuware¥NMShared¥4.7

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、DevPartner Studioは以下の場所にインストールされます。 
¥Program Files (x86)¥Compuware¥DevPartner Studio¥と¥Program Files (x86)¥
Common Files¥Compuware¥ 

ファイル名とパス 用途
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